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杉
並
区
内
で
転
居
さ
れ

た
方

　

６
月　

日
ま
で
に
区
内
で
転

１５

居
の
届
出
を
さ
れ
た
方
は
新
し

い
住
所
地
の
投
票
所
で
、
６
月

　

日
以
後
に
届
出
を
さ
れ
た
方

１６は
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

杉
並
区
か
ら
転
出
す
る

（
し
た
）
方

　

都
外
へ
転
出
す
る（
し
た
）方

は
投
票
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

都
内
へ
転
出
す
る（
し
た
）方

は
、
杉
並
区
で
投
票
で
き
る
場

合
と
、
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
転
出
先
で
投
票
で
き
る
方

は
、
転
出
先
の
都
内
区
市
町
村

に　

年
３
月　

日
ま
で
に
転
入

１７

２３

届
出
を
し
、
転
出
先
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
で
す
。

�
杉
並
区
で
投
票
で
き
る
方

は
、
杉
並
区
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
住
所
の
移
転
は
都

内
の
区
市
町
村
を
単
位
と
し
て

一
回
だ
け
に
限
ら
れ
、
投
票
日

現
在
の
住
所
が
杉
並
区
か
ら
引

き
続
い
て
い
る
方
で
す
。

　

ま
た
、投
票
所
に
は
必
ず「
引

き
続
き
都
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
（
選
挙
用
の
住
民

票
）」（
無
料
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

「
選
挙
公
報
」は
新
聞
折

込
み
で
お
届
け
し
ま
す

　

候
補
者
の
政
見
・
経
歴
な
ど

を
掲
載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を

一
般
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
、
英
字

新
聞
な
ど
計
一
五
紙
に
折
り
込

み
ま
す
。

◇
折
り
込
む
日
＝
６
月　

日
�

２８

朝
刊
（
予
定
）　

　

新
聞
を
定
期
購
読
し
て
い
な

い
方
や
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
公
報
は
、
区
の
施
設
や

郵
便
局
（
本
局
三
カ
所
・
特

定
郵
便
局
五
〇
カ
所
）、駅
の

広
報
ス
タ
ン
ド
、
新
聞
販
売

店
、
公
衆
浴
場
な
ど
に
も
置

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

　

あ
な
た
の
投
票
所
、
投
票
時

間
、
投
・
開
票
速
報
、
そ
の
他

の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.s
u
g
in

a
m
i.to
k
y
o
.jp
/

▽
モ
バ
イ
ル
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.s
u
g
in

a
m
i.to
k
y
o
.jp
/m
o
b
ile
/

防
災
行
政
無
線
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

　

７
月
３
日
�
の
投
票
日
当

日
、午
後
２
時
と
５
時
の
二
回
、

防
災
行
政
無
線
放
送
に
て
投
票

日
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。

一
票
で
も
多
く
の
投
票
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈表１　郵便等投票制度〉

身体障害者手帳または戦傷病者手帳

該当する障害の等級
（項症）該当する障害の部位

１・２級の方（特
別項症～第２項症）

�両下肢・体幹・移動
機能

１・３級の方（特
別項症～第３項症）

�心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸

１～３級の方�免疫機能
介護保険被保険者証
要介護状態区分
要介護５の方

〈表２　代理記載制度〉

身体障害者手帳または戦傷病者手帳

該当する障害の等級
（項症）該当する障害の部位

１級の方（特別項
症～第２項症）上肢・視覚の障害

�
郵
便
等
投
票
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

で
、
表
１
に
該
当
し
、
か
つ
自

分
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

る
方
は
、
郵
便
な
ど
を
利
用
し

て
自
宅
な
ど
で
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
区
の

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
申

し
出
て
、「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
代
理
記
載
制
度

　

表
１
に
該
当
す
る
方
で
、
か

つ
表
２
に
該
当
す
る
方
は
、
郵

便
な
ど
を
利
用
し
て
自
宅
な
ど

で
投
票
を
行
う
場
合
に
、
代
理

記
載
人
に
投
票
の
記
載
を
行
わ

せ
て
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
区
の

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
申

し
出
て
、「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
、
加
え
て

「
代
理
記
載
人
と
な
る
べ
き

者
」
を
届
け
出
て
お
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

�
�
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
制
度
の
投
票
用
紙
の
請
求

期
限
は
、
６
月　

日
�
午
後
５

２９

時
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
��

�
	


�
�

�
�
�
�

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
に
は
�
あ
な
た
の
投
票
所
�
を
ご
案
内
す
る
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
を
世
帯
ご

と
に
封
書
で
お
送
り
し
ま
す
（
６
月　

日
�
発
送
予
定
）。
投
票
日
に
は
ご
自
分
の
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
を
持

２４

っ
て
、
指
定
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
を
、
紛
失
し
た
場
合
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
再
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
投
票
資
格
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

　皆さんの「選挙」に対する夢
や希望をポスターにしてみま
せんか。
　 明るく楽しい選挙をイメ
ージする作品 ▽ 大きさ＝四ツ
切か八ツ切の画用紙 小・中・
高校生 ９月９日（必着）まで
に選挙管理委員会事務局（区役
所西棟８階）へ郵送または持
参。作品の裏側に学校名・学年・
名前（フリガナ）を記入してく
ださい 同事務局

内

対

申

問

������

����

��������

明るい選挙啓発
ポスターコンクール

作品を募集します

７月３日�
午前７時～午後８時

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

投票日

イメージキャラクター

▲

 「選挙のめいすい
（明推）くん」　
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〈表２　いただいたご意見の例〉
第三者委員会の意見・提言区の考え方主なご意見

この意見は、妥当なものと考えられ、通学区域の変更を実
施する際に考慮すべきである。

児童・生徒、保護者の意向に沿って、
兄弟姉妹が同じ学校に在学できるよう
に配慮します。

通学区域が変わり、兄弟姉
妹が別々の学校になること
はしないこと

区の考え方にある「一時的」とは、どの程度の期間を指し
ているか不明確であり、改めるべきである。
通学区域外からの受け入れをある期間縮小することで、当
該校の大規模化を改善できるならば、その措置は妥当とい
える。相応な受け入れ枠で学校希望制を存続しながら、希
望されない学校の問題点の検討を促す契機を作出するこ
とで、学校希望制のメリットが相当程度確保できるものと
考える。

今後も学校希望制度を実施していく考
えですが、当該校が大規模化している
現状を改善し適正規模とする中では、
一時的に通学区域外からの受入れ枠を
縮小することはやむをえないと考えま
す。

学校希望制を導入し、学校
に競争意識を持たせてレベ
ルを上げていこうとしてい
るのに、希望制枠を１０名程
度に絞ることは矛盾してい
る

区の考え方は、妥当と考える。通学区域を町（丁目）で分
ける方が望ましいが、現在の校地がそれに即した位置に確
保されたものでもなく、児童・生徒の分布は変化している。
新たに理想的な場所に用地を入手することは不可能とい
ってよい。それ故、通学距離・時間に配慮し、できるだけ
各学校間の均衡を保ちつつ、児童・生徒を配分しようとす
れば、同じ町（丁目）の中でも通学区域を分けなければな
らないことを、区民の方にも理解して頂きたいし、区も理
解を得る努力をして欲しいと考える。

通学区域の変更は、「学校適正配置基本
方針」に沿って、児童・生徒数、地域
との関係、通学の安全性、通学時間を
考えながら行います。ご指摘の点は、
通学区域変更の検討協議会にも伝え、
考慮していきます。

たたき台の４校について
は、同じ町（丁目）に住む
児童は同じ学校へ行けるよ
う配慮した変更を検討する
こと

「学校適正配置基本方針」に基づいて、適正配置を進める
と決定されているのであるから、今後、区はこのことを区
民にさらによく説明し理解が得られるようにする必要が
ある。これまでの歴史などを考慮すると、区全体の通学区
域を見直すことは、現実的でない。大規模校とその周辺校
との間で、通学区域の変更を行うという区の考え方は、妥
当なものと考える。

学校適正配置は、区民の意見を聞いて
定めた「学校適正配置基本方針」に基
づき、大規模校は通学区域の変更で、
小規模校は学校の統合により進めま
す。全般的な少子化傾向の中では、単
なる通学区域の見直しだけで適正規模
を確保することは困難です。

統廃合の実施に先立ち、町
（丁目）を分断する現在の
通学区域を全面的に見直
し、町（丁目）を単位とす
る通学区域への変更を検討
すること（同趣旨の意見が
他に１１件ありました）

※学校の統合等に関する意見（２０件）につきましては、たたき台（学校の統合）に対する区民意見として取り扱います。１つの意見の中に
複数の項目が記載されているものがあり、意見総数に一致しません。

〈表１　学校適正配置計画第三者委員会〉
所 属 な ど氏　名役職

元最高裁判所長官三好　達委 員 長
弁護士、区情報公開・個人情報保
護審査会長、区公益監察員坂井　利夫副委員長

元ＰＴＡ会長鴨下　秀子委 員
三菱総合研究所、学校運営協議会委員中竹　竜二委 員
区都市計画審議会委員村上　美奈子委 員

　

区
は
、「
区
立
小
中
学
校
第
一

次
適
正
配
置
計
画
策
定
の
た
め

の
た
た
き
台
（
通
学
区
域
の
変

更
）」
を
公
表
し
、「
広
報
す
ぎ

な
み
」　

年
９
月
１
日
号
で
区

１６

民
意
見
提
出
手
続
き
に
基
づ

き
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
三
四
件
（
個
人

三
三
件
、
団
体
一
件
）
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意

見
は
、区
の
考
え
方
と
と
も
に
、

学
校
適
正
配
置
計
画
第
三
者
委

員
会（
委
員
は
表
１
の
と
お
り
）

で
審
議
さ
れ
、
５
月　

日
に
教

２３

育
委
員
会
に
提
言
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
表
２
の
と
お

り
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
基
に
区
立
小
中
学

校
第
一
次
適
正
配
置
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
区
の

考
え
方
、
第
三
者
委
員
会
の
意

見
・
提
言
の
全
文
は
、
次
の
場

所
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。

◇
閲
覧
場
所

　

教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課

（
区
役
所
東
棟
六
階
）、区
政
資

料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務

所
、
図
書
館

――問い合わせは、教育委員会事務局学校適正配置担当へ。

◇
都
区
制
度

　

東
京　

区
の
区
域
で
は
、　

２３

２３

区
が
他
の
市
町
村
と
同
様
に
、

住
民
に
身
近
な
事
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、　

区
は
、
人
口
が

２３

高
度
に
集
中
す
る
大
都
市
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
一

体
性
・
統
一
性
を
確
保
す
る
た

め
、
例
え
ば
、
消
防
や
上
下
水

道
な
ど
、
一
般
に
市
町
村
が
行

う
と
さ
れ
る
事
務
の
一
部
を
都

が
行
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
、

都
と　

区
と
の
関
係
を
「
都
区

２３

制
度
」
と
い
い
ま
す
。

◇
平
成　

年
の
都
区
制
度
改
革

１２

　

平
成　

年
に
都
と
区
の
間

１２

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
事
務
の

役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
都
は
広
域
自
治
体
と
し
て

東
京
都
全
体
の
立
場
か
ら
、
ま

た
、　

区
は
基
礎
的
自
治
体
と

２３

し
て
区
民
に
直
接
接
す
る
立
場

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果

た
し
つ
つ
、
相
互
に
連
携
し
て

大
都
市
東
京
の
事
務
を
行
う
仕

組
み
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、こ
の
改
革
に
よ
り
、

清
掃
事
業
な
ど
区
民
の
皆
さ
ん

に
身
近
な
事
務
が
都
か
ら
区
へ

移
管
さ
れ
ま
し
た
。

◇
未
完
の
改
革

　

都
区
制
度
改
革
に
よ
り
、
住

民
に
身
近
な
事
務
は　

区
が
原

２３

則
と
し
て
担
い
、
都
は
広
域
的

事
務
に
加
え
て
、
限
定
的
に
市

町
村
の
事
務
を
分
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
都
が
限
定
的
に
行

う
市
町
村
事
務
（
こ
れ
を
「
大

都
市
事
務
」
と
い
い
ま
す
）
が
、

消
防
や
上
下
水
道
な
ど
一
部
を

除
い
て
、
い
ま
だ
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
都
区
の

役
割
分
担
と
役
割
分
担
に
応
じ

た
財
源
配
分
の
問
題
が
ま
だ
解

決
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

都
が
行
う
大
都
市
事
務
の
財

源
は
、
市
町
村
税
で
あ
る
固
定

資
産
税
、市
町
村
民
税
法
人
分
、

特
別
土
地
保
有
税（
こ
れ
を「
調

整
三
税
」
と
い
い
、
配
分
割
合

は
、
都
が　

％
、　

区
は　

％

４８

２３

５２

で
す
）
で
す
か
ら
、　

区
の
区

２３

域
の
大
都
市
事
務
に
充
て
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
都
の
事
業
の
ど
こ
に
充
て

ら
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ

て
お
ら
ず
、
都
に
は
こ
の
使
途

を
明
ら
か
に
す
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。

　

都
の
会
計
の
中
に
、
調
整
三

税
の　

％
分
の
使
途
を
明
確
に

４８

す
る
た
め
の
「
特
別
会
計
」
を

設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
、
区
は
考
え
て
い
ま
す
。

◇
主
要
五
課
題　

　

こ
う
し
た
「
都
区
の
役
割
分

担
を
踏
ま
え
た
財
源
配
分
の
問

題
」
の
ほ
か
に
も
、
都
か
ら　
２３

区
へ
移
管
さ
れ
た
清
掃
事
業
の

財
源
の
一
部
が
都
に
残
さ
れ
た

ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
な
い
な

ど
、
五
つ
の
課
題
（「
主
要
五
課

題
」
と
い
い
ま
す
）
が
未
解
決

の
ま
ま
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
が
解
決
さ
れ
な
い
限

り
、　

年
の
都
区
制
度
改
革
は
、

１２
未
完
と
い
え
る
の
で
す
。

※
特
別
区
長
会
で
は
、
こ
の
問

題
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
資
料
「
未
完
の
都
区
制
度

改
革
の
解
決
を
め
ざ
し
て
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
資

料
は
、
都
区
制
度
改
革
の
意

義
や
主
要
五
課
題
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な

方
向
で
解
決
す
べ
き
か
、
と

い
う
こ
と
を
、　

区
の
立
場

２３

か
ら
整
理
し
た
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
 

財
政
課

問

　１２年に解決できなかった主要５課題は、都知
事と２３区長会の代表者との間で、１７年度までに
都区双方が誠意を持って協議することを確認
し、現在、都区の間で実務的な協議を進めてい
ます。
　期限の迫る中で、区長会と区議会議長会は、
認識を一つにして、不退転で取り組み、必要に
応じて共同行動を行うことを確認しました。
　まだ都区間には大きな隔たりがありますが、
区では、区議会とも一致協力しながら、課題の
解決に全力をあげて取り組みますので、区民の
皆さんのご理解、ご支援をお願いします。

課題の解決に向けて課題の解決に向けて
―区議会との連携――区議会との連携―

平
成
平
成　

年
改
革
で
残
さ
れ
た
五
つ
の
課
題

年
改
革
で
残
さ
れ
た
五
つ
の
課
題

１２１２
未
完
の
都
区
制
度
改
革
の

解
決
を
め
ざ
し
て

未
完
の
都
区
制
度
改
革
の

未
完
の
都
区
制
度
改
革
の

解
決
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　

解
決
を
め
ざ
し
て

●　ご意見ありがとうございました　●

都市計画交付
金のあり方

小中学校改築需
要急増への対応

主要５課題
の

検討事項

清掃関連経費
の取扱い

役割分担を踏まえた
財源配分のあり方

制度改正等に対応
する配分割合変更

��������	
����
������������	

１２年度の清掃事業移管
時に区の財源配分に反
映させなかった清掃関
連経費（都債の償還経
費など）の取扱い

都市計画交付金につい
て、都区双方の都市計画
事業の実施状況に見合っ
た都市計画税の配分

間近に迫る小中学校
改築需要の急増期に
対応する財源措置

１７年度までに大きな制
度改革等やどうしても
対応できない事態が発
生した場合の配分割合
の変更

都区の「市町村事務」
の役割分担を踏まえ
た財源配分のあり方



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１７（２００５）年�月��日（火曜日）
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
物
を
な
げ
つ
け
る

�
平
手
で
う
つ

�
殴
る

▽
精
神
的
暴
力

�
大
声
で
ど
な
る

�
実
家
や
友
人
と
つ
き
あ
う
の

を
制
限
し
た
り
、
電
話
や
手
紙

を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
す

る�
殴
る
ふ
り
や
、
物
を
投
げ
つ

け
る
ふ
り
を
し
て
脅
す

▽
性
的
暴
力

�
い
や
が
っ
て
い
る
の
に
性
行

為
を
強
要
す
る

�
避
妊
に
協
力
し
な
い

�
見
た
く
な
い
の
に
ポ
ル
ノ
ビ

デ
オ
や
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
見
せ
る

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、

人
権
侵
害
か
つ
犯
罪
で
す

　

昨
年　

月
、「
配
偶
者
か
ら
の

１２

暴
力
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
、
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
暴
力
に
精

神
的
暴
力
が
含
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　

配
偶
者
の
暴
力
は
、
人
権
侵

害
、
か
つ
犯
罪
に
あ
た
る
も
の

で
、
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
と

は
…

　

配
偶
者
か
ら
の
身
体
に
対
す

る
暴
力
（
身
体
に
対
す
る
不
法

な
攻
撃
で
生
命
ま
た
は
身
体
に

危
害
を
及
ぼ
す
も
の
）
ま
た
は

こ
れ
と
同
様
の
心
身
に
有
害
な

影
響
を
及
ぼ
す
言
動
を
言
い
ま

す
。

配
偶
者
と
は
…

　

次
の
関
係
に
あ
る
者
を
い
い

ま
す
。

�
婚
姻
関
係
に
あ
る
者

�
内
縁
関
係
に
あ
る
者

�
事
実
婚
関
係
に
あ
る
者

�
婚
姻
関
係
、
内
縁
関
係
、
事

実
婚
関
係
に
あ
っ
た
者

暴
力
と
は
…

　

次
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
ほ

ん
の
一
例
で
す
。
暴
力
に
悩
ん

だ
ら
相
談
機
関
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

▽
身
体
的
暴
力

�
け
る

人は歴史を創り　人は未来を創る
思いやりの心をもとに
男女が　性別を超え　世代を超え
互いに個性や能力を尊重し
さまざまな分野に参画し
心豊かな　明日の世代へ夢をつなげ
平等と平和の輪を広げるため
杉並区は
ここに「男女共同参画都市」を宣言します

平成９年１２月１日

杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言杉並区男女共同参画都市宣言

こ
の
週
間
は
、
男
性
と
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
形
成
に
向
け
、

国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

�
育
児
講
演
会 

楽
し
く
子
ど
も
と
向
き

合
う
子
育
て

　

毎
日
お
子
さ
ん
と
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。
我
が

子
と
楽
し
く
向
き
合
う
子
育
て

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
 

７
月
２
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
中
瀬
（
下
井
草
４
―　

―
２５

　

中
瀬
保
育
園
内
） 

心
理
カ

１０ウ
ン
セ
ラ
ー
・
牧
浦
綾 

乳
幼

児
の
保
護
者 

三
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
中
瀬
�
３
３
９

９
‐
６
４
４
７
へ
（
先
着
順
）

 

託
児
あ
り

�
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
―
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
児
の
理
解
と
か

か
わ
り
方

　
「
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
、

友
だ
ち
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
、
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ
す
」

な
ど
の
子
ど
も
の
行
動
で
、
つ

ら
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
の
特
性
を
理
解
し
、
よ

り
よ
い
か
か
わ
り
方
を
考
え
ま

す
。

　

講
演
会
後
、
講
師
と
の
懇
談

会
や
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る

自
由
相
談
、
施
設
見
学
を
行
い

ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
前
９
時　

１２

３０

分
〜
午
後
０
時　

分
（
９
時
受

３０

付
開
始
） 

済
美
教
育
セ
ン
タ

ー
（
堀
ノ
内
２
―
５
―　

） 
２６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ

代
表
・
高
山
恵
子 

保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

養
護
学
校
に
通
う
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
ま
た
は
教
育
関

係
者
の
方 

一
〇
〇
名 

無
料

時
場

師
対

定

費

申

問

他
時

場

師

対

定

費

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

済
美

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
担
当

�
５
３
７
８
‐
０
９
６
１ 

�

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
�
バ
ス
・
電
車
な
ど
の
交
通

機
関
の
利
用
が
難
し
い
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い

�
生
活
習
慣
改
善
教
室 

子
ど
も
の
眠
り
の
秘
密

　

子
ど
も
の
眠
り
の
秘
密
を
知

っ
て
、
子
育
て
中
の
仲
間
に
情

報
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

７
月
５
日
�
＝
講
義
「
子

ど
も
の
眠
り
の
秘
密
」
子
ど
も

の
体
内
リ
ズ
ム
を
知
ろ
う
（
東

京
北
社
会
保
険
病
院
副
院
長
・

神
山
潤
）
▽　

日
�
＝
グ
ル
ー

１５

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＆
メ
ッ

セ
ー
ジ
づ
く
り
／
い
ず
れ
も
、

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分 

３０

１１

３０

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井

戸
東
３
―　

―
３
） 

３
歳
以

２０

上
の
子
ど
も
を
子
育
て
中
の
家

族 

四
〇
名 

無
料 

・ 

６

月　

日
か
ら
電
話
で
、
高
井
戸

２１
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐

４
３
０
４
へ

�
家
庭
学
級 

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
中

子
ど
も
の
心
は
�
―
き
っ

か
け
は
、ど
こ
に
あ
る
の
か
な

　

法
務
省
を
経
て
、
東
京
少
年

鑑
別
所
所
長
を
３
月
に
定
年
退

職
さ
れ
た
山
下
武
子
さ
ん
の
講

演
で
す
。（
区
共
催
）

　
 

７
月
５
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
（
９
時　

分
開
場
） 

杉

３０

並
第
八
小
学
校
図
書
室
（
高
円

寺
南
２
―　

―　

） 

七
〇
名

４０

２４

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
第
八
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
百
瀬
�
３
３
１
８
‐

０
８
２
２ 

車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

申

問
他

時

場

対

定

費

申

問

時

場

定

費

申

問
他

◇夜間・緊急の場合は・・・警察１１０番もしくは東京都
女性相談センター�５２６１‐３９１１
◇相談機関
☆東京ウィメンズプラザ
　�５４６７‐２４５５（午前９時～午後９時、年末年始を除
く）
☆東京都女性相談センター
　�５２６１‐３１１０（月～金曜日午前９時～午後８時、祝
日・年末年始を除く）
☆東京都女性相談センター立川出張所
　�０４２‐５２２‐４２３２（月～金曜日午前９時～午後４時、
祝日・年末年始を除く）
☆警視庁総合相談センター
　�３５０１‐０１１０（月～金曜日午前８時３０分～午後５時
１５分、祝日・年末年始を除く）
☆警察署（月～金曜日午前８時３０分～午後５時１５分、
祝日・年末年始を除く）
　杉　並�３３１４‐０１１０（内線２６１２）
　荻　窪�３３９７‐０１１０（内線２６１２）
　高井戸�３３３２‐０１１０（内線２６１２）
☆男女平等推進センター相談室
　�３３９３‐４７１３（火～土曜日午前９時～午後４時、祝日・
年末年始を除く）
☆福祉事務所（月～金曜日午前８時３０分～午後５時、
祝日・年末年始を除く）
　東�５３０６‐２６１１／西�３３９８‐９１０４／南�３３３２‐７２２１

荻窪１‐５６‐３

男女共同参画社会の実現のため、女性のさまざ
まな悩みごとの相談に応じています。
◇一般相談（夫婦・家族・職場・近隣との人間
　関係、暴力など）
　女性相談員が担当します。（電話と面接）
　火～土曜日午前９時～午後４時
◇法律相談（離婚、養育、セクハラなど）
　女性弁護士が担当します。毎週木曜日午後１
　時３０分～４時３０分（予約制、月１回夜間開設）
◇心の相談（家族・職場などの対人関係、キャ
　リアプランなど）
　女性カウンセラー（臨床心理士）が担当しま
　す。毎週水曜日午後１時３０分～４時３０分（予
　約制）

男女平等推進センター相談室

�３３９３‐４７１３
（相談室は祝日、年末年始は休み）

もっと子どものことを知りませんか？もっと子どものことを知りませんか？

配偶者からの暴力に悩んだら、まず相談を

杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉並並並並並並並並並並区区区区区区区区区区男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣言言言言言言言言言言杉並区男女共同参画都市宣言

ゆ
め
育
て　

人
を
育
て
る　

共
同
参
画

�
６
月　

日
�
〜　

日
�
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

２３

２９
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心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

午
前
７
時
、
私
の
目
覚
め
る

こ
こ
は
、
一
人
暮
ら
し
の
練
習

を
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。
ほ

ど
よ
い
広
さ
、
ト
イ
レ
も
お
風

呂
も
キ
ッ
チ
ン
も
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
一
人
、
一
部
屋
で
あ
る
。

　

午
前
９
時
、
通
所
授
産
施
設

に
行
く
。
メ
イ
ン
は
喫
茶
店
。

今
は
コ
ー
ヒ
ー
い
れ
の
特
訓
を

受
け
て
い
る
。
本
日
は
あ
ま
り

熱
く
な
く
濃
く
と
い
う
注
文
が

き
た
。

　

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、
以
前

通
っ
て
い
た
共
同
作
業
所
に
行

く
。
知
っ
た
顔
が
い
っ
ぱ
い
、

な
ん
だ
か
安
心
す
る
。
本
日
は

イ
ブ
ニ
ン
グ
（
夕
食
会
）、
メ
ニ

ュ
ー
は
三
色
丼
に
み
そ
汁
、
サ

ラ
ダ
に
舌
鼓
を
打
つ
。
四
〇
〇

円
な
り
。

　

土
曜
日
も
そ
の
作
業
所
の
オ

ー
プ
ン
に
行
っ
て
い
る
。
職
員

　

協
和
産
業
株
式
会
社
（
上
井

草
２
丁
目
）
で
は
、
授
産
施
設

職
員
か
ら
の
相
談
を
き
っ
か
け

に
二
年
前
か
ら
三
名
の
精
神
障

害
者
が
一
日
二
時
間
、
曜
日
に

よ
っ
て
交
代（
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
）

し
な
が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
源

を
分
別
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
当
初
は
、
働
く

側
、
雇
用
す
る
側
双
方
が
安
心

し
て
開
始
で
き
る
よ
う
試
し
雇

用
な
ど
の
制
度
も
活
用
し
ま
し

た
。

　

病
気
に
な
る
前
に
、
働
い
て

い
た
経
験
が
あ
っ
て
も
、
療
養

し
て
い
た
期
間
が
長
く
な
る

と
、就
労
は
、不
安
感
・
仕
事
勘
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
想

像
以
上
に
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る

も
の
で
す
。

　

こ
ち
ら
で
仕
事
を
始
め
て
一

年
を
過
ぎ
た
と
い
う
男
性
は

「
こ
こ
で
の
仕
事
は
い
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
体
力
が
つ
い

た
し
、
自
信
も
出
て
き
た
。
他

の
社
員
の
方
た
ち
も
優
し
い
で

す
し
。
い
ず
れ
は
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
て
、
も
う
少
し
時
間
の

長
い
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
で

す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
総
務
部
長
の
平
井
さ

ん
は
「
企
業
と
し
て
、
他
の
区

で
は
一
〇
年
前
か
ら
障
害
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
経
験
が
あ
り

ま
す
。
今
回
、
精
神
障
害
の
方

は
初
め
て
で
し
た
が
、
み
な
さ

ん
ま
じ
め
な
方
ば
か
り
で
、
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

企
業
と
し
て
受
け
入
れ
を
お

考
え
の
方
は
、
地
域
生
活
支
援

係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

障
害
者
施
設
課
地
域
生
活

支
援
係
�
３
３
９
１
‐
１
９
７

６
問

　

東
京
女
子
大
通
り
に
あ
る

「
作
業
所
に
し
お
ぎ
館
」
は
ケ

ー
キ
や
夕
食
作
り
、
夕
食
の
宅

配
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

善
福
寺
に
住
む
永
井
さ
ん

（　

歳
）
は
「
一
人
分
作
る
の

８８
は
し
ん
ど
い
。
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
お
い
し
い
か
ら
」
と
三
年
前

か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。「
若
か

っ
た
ら
私
も
に
し
お
ぎ
館
に
何

か
し
て
あ
げ
た
い
。
み
ん
な
よ

く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
よ
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

宅
配
を
担
当
し
て
い
る
方
々

は
、
以
前
は
病
院
デ
イ
ケ
ア
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
保
健
師
に

紹
介
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
作
業

所
を
見
学
し
、
に
し
お
ぎ
館
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。「
お
弁
当
を

待
っ
て
く
れ
て
い
る
宅
配
の
仕

事
は
楽
し
い
で
す
。
こ
の
前
、

調
子
が
悪
く
て
休
ん
だ
ら
『
大

丈
夫
？
』
と
そ
っ
と
ア
メ
を
握

ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
」。

　

お
弁
当
を
通
し
て
地
域
の
中

で
お
互
い
に
「
あ
り
が
と
う
」

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

所
長
の
高
橋
さ
ん
は
、「
い
い

素
材
で
手
間
を
か
け
た
お
弁
当

作
り
で
地
域
に
開
か
れ
た
お
店

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

昼
間
は
喫
茶
も
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
 

作
業
所
に
し
お
ぎ
館
（
西

荻
北
４
―　

―　

一
階
）
�
３

３１

１２

３
９
７
‐
３
１
５
４

問

こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か

�
利
用
し
て
い
る
施
設
が
き
ち

ん
と
対
応
し
て
く
れ
な
い
。

�
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
な
ど
日
常
生

活
で
受
け
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

不
満
が
あ
る
。

�
手
当
を
申
請
し
た
ら
対
象
外

と
言
わ
れ
た
が
、
説
明
不
足
で

納
得
で
き
な
い
。

　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調

整
委
員
は
、
こ
の
よ
う
な
苦
情

や
相
談
に
公
正
・
中
立
な
立
場

で
対
応
す
る
第
三
者
機
関
で

す
。

委
員
に
相
談
を
す
る
に
は

　
 

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
〜

５
時
（
受
付
は
４
時
ま
で
） 

保
健
福
祉
相
談
係
（
区
役
所
東

棟
一
階
） 

窓
口
ま
た
は
電
話

で
事
前
に
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
調
整
委
員
事
務
局
（
保
健

福
祉
相
談
係
内
）
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い 

事
務
局
は
い
つ
で

時

場

申他

も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

年
度
に
受
け
た
申
立

１６て
の
処
理
状
況

　

昨
年
度
一
年
間
で
事
務
局
へ

寄
せ
ら
れ
た
苦
情
や
要
望
は
二

五
件
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
申

立
て
を
受
理
し
て
苦
情
調
整
委

員
が
対
応
し
た
も
の
は
五
件
で

す
。
申
立
て
の
概
要
と
対
応
状

況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

〈申立ての概要と対応状況〉

対　　　応苦情・相談内容

調査の結果、入所者に対する処遇については
施設側に問題は認められなかったが、金銭管
理の面で改善の必要があると認められたた
め、是正勧告を行い報告書の提出を求めた。

施設を不本意に退所させられたが、その
理由について具体的な説明もなく、一方
的に追い出すようなことをされたので
納得がいかない。

委員が調査し、申立者、保育園の両者同席の
上で調整したところ、すでに事故発生時の対
応策などがとられ、在園児の保護者に対して
も周知する予定となっていたため、申立者も
納得し和解した。なお、治療にかかった費用
は園が負担することとなった。

子どもが通園していた保育園で、子ども
同士のトラブルにより顔にケガをし、傷
あとが残ってしまった。園からは謝罪が
あったが、今後の対応策について説明を
求めたところ具体的な回答が得られず、
どうして良いかわからない。

調査の結果、入所時の説明に認識の違いがあ
ったことが認められた。また利用申込時の説
明書類などに不備が認められたため、是正勧
告を実施し報告書の提出を求めた。

宅老所に入所したが、入所時の説明より
請求額が高額であり、実際のサービス内
容も不明で納得できない。

調査の結果、事務所に対し要望書を提出し、
それに対する回答書を受理。また、委員立会
いの下、申立者と事務所長の面談を実施し、
納得されたため、調整終了とした。

福祉事務所のケースワーカーに対する
苦情。いろいろ不利益を被ったので、き
ちんと対応して欲しい。

事業所に対し訪問調査を実施、また申立者と
面談を再度行い、それぞれ事情聴取を重ね
た。だが双方の認識が異なり、主張が相反す
るので、これ以上調査を継続することは困難
となったため相談を打ち切った。

ショートステイを利用しようとしたと
ころ、皮膚の状態から施設の職員が疥癬
（かいせん）と判断し、利用を断られた。
そのことに対し納得がいかない。

ご
利
用
く
だ
さ
い　

●

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
調
整
委
員
制
度

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
部
管
理
課
保
健
福
祉
相
談
係
へ
。
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今
、
心
の
病
気
は
一
生
の
う

ち
五
人
に
一
人
が
か
か
る
と
言

わ
れ
、
だ
れ
も
が
な
る
可
能
性

が
あ
る
病
気
で
す
。
精
神
疾
患

は
適
切
な
治
療
に
よ
り
回
復
が

可
能
で
す
。
し
か
し
、
病
気
に

よ
る
生
活
の
し
づ
ら
さ
と
無
理

解
か
ら
の
偏
見
と
い
う
つ
ら
さ

か
ら
、
時
に
は
悪
化
や
再
発
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
立
と
社
会
参
加
に
向
け

て
、
地
域
で
生
き
る
精
神
障
害

者
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
精
神
障
害
者
の
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
方
、
接
し
た
こ
と

が
な
い
方
も
精
神
障
害
者
の
働

い
て
い
る
作
業
所
を
訪
れ
た

り
、
雇
用
主
と
し
て
精
神
障
害

者
の
就
労
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

問

「
お
弁
当
配
達
で
地
域
交
流
」

さ
ん
が
昼
食
を
作
っ
て
く
れ
て

値
段
は
二
〇
〇
円
程
度
。

　

日
曜
日
は
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

に
行
く
。
皆
と
楽
し
い
お
話
に

花
が
咲
く
。

　

私
は
障
害
者
だ
が
、
こ
ん
な

に
行
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
幸
福

だ
と
思
う
。
今
年
は
、
障
害
者

区
議
会
に
出
て
当
事
者
の
立
場

で
発
言
し
て
い
こ
う
と
考
え
を

め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
授
産
施
設

卒
業
後
は
就
労
し
、
ア
パ
ー
ト

の
一
人
暮
ら
し
も
し
た
い
。
そ

し
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
ど
う

い
う
状
態
に
な
っ
て
も
楽
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。

通
所
授
産
施
設
利
用
者

▲

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

▲

目
標
を
持
っ
て
取
り
組

　

ん
で
い
ま
す

　

喫
茶
営
業
や
軽
作
業
に

従
事
し
な
が
ら
自
分
の
ペ

ー
ス
、
体
力
に
合
っ
た
生

活
の
仕
方
や
仕
事
を
見
つ

け
て
い
き
ま
す
。
各
人
の

目
標
に
沿
っ
た
利
用
年
限

が
あ
り
ま
す
。

　
 

通
所
時
間
＝
月
曜
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
従
事
時
間
に
応

じ
て
工
賃
を
支
払
い
ま

す
） 

区
内
在
住
で
、
将

来
就
労
を
希
望
す
る
通
院

治
療
中
の
精
神
障
害
の
あ

る
方
（
知
的
障
害
、
精
神

作
用
物
質
に
よ
る
依
存
症

の
方
を
除
く
） 

・ 

地

区
担
当
保
健
師
に
相
談
の

上
、
実
習
な
ど
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

障
害
者
施
策
課
地
域
生
活

支
援
係
�
３
３
９
１
‐
１

９
７
６
へ

時
対

申

問

募
集
し
ま
す 

精
神
障
害
の
あ
る
方
の

通
所
授
産
施
設
利
用
者

精
神
障
害
者
が「
地
域
で
暮
ら
す
」を
当
た
り
前
に

「
就
労
支
援
に
向
け
て
」
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�区民体育祭夏季大会
◇水泳
　 ９月４日�午前９
時～午後５時（雨天実施）
 和田堀公園プール（大
宮２‐２‐１０） 種目＝
右表のとおり 区内在
住・在勤・在学と区内ス
イミングクラブに所属の
方 一般５００円、高校生
２００円、小・中学生無料
（支払先＝郵便局「００１５０
‐３‐５７８６８０杉並区水泳
連盟」） 申込用紙（区
立体育施設にあります）、払込票のコピー、８０円切手をはった返信用封筒（住所、
氏名を明記）を、７月１５日（必着）までに区水泳連盟・石渡早苗（〒１６８‐００７３下
高井戸２‐２１‐５）へ 区水泳連盟競技部�０９０‐１２０１‐９９６０（午後１時～６時）
�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇インディアカ交流大会
　 ７月２４日�午前９時～午後５時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在
住・在勤・在学で中学生以上の方 １２０名 無料 往復ハガキ（７面記入例参照）
に生年月日と「ハッスル」か「和気あいあい」のいずれかも書いて、７月１０日
（必着）までに区インディアカ協会事務局・武石記代子（〒１６７‐００３４桃井４‐６
‐１４）へ（先着順） 同協会・武石�３３９９‐５８７９（午後６時～９時） �運動で
きる服装で体育館履きと昼食をご持参ください�車での来場はご遠慮ください
◇太極拳交流大会
　 ７月３０日�午前１０時～午後１時（区後援） 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
 区内在住・在勤・在学の方 ２００名 無料 往復ハガキ（７面記入例参照）
で、７月２０日（必着）までに区太極拳連盟・下川和久（〒１６７‐００５１荻窪５‐１４‐
４荻窪武蔵野マンション３０４）へ（先着順） 同連盟・下川�３３９１‐３５１５ 運動
のできる服装で上履きをご持参ください
�杉並区民鮎（あゆ）釣り大会
　 ７月２４日�午前０時出発（小雨決行・区後援） 集合場所＝ＪＲ荻窪駅北口青
梅街道天沼陸橋 ▽候補地＝会津大川、伊那天龍川、千曲川など ▽交通＝大型貸し切
りバス１台 区内在住・在勤・在学の方 ４０名 ７０００円（当日納入、バス代・
保険料を含む、オトリ代・入漁料は含まず） ・ 電話・ファクスまたはハガキ（７
面記入例参照）に性別も書いて、７月２０日（必着）までに区釣魚連合会事務所（〒
１６８‐００８１宮前５‐２４‐８太田方）�・�３３３４‐０３４９（午前９時～午後５時）へ
�杉並区バウンドテニスシニア大会
　 ７月３０日�午前９時～午後５時（区後援） 高円寺体育館（高円寺南２‐３６
‐３１） 区内在住・在勤で５５歳以上の方 ６０名 １人５００円 ・ 個人は、申
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込用紙（区立体育館にあります）に必要事項を記入し、クラブはまとめて、それ
ぞれ７月１６日（必着）までに区バウンドテニス協会事務局・福間富美子（〒１６６‐
０００３高円寺南３‐３０‐７�・�５９３２‐４６９１）へ。ファクスでも可（先着順） 上
履きと弁当を持参。ラケットの貸し出しあり

�ジュニアバドミントン講習会
　初めてラケットを握る子どもから参加できます。（区共催）　　
　 ７月１６日�午前９時３０分～午後０時３０分（小学３・４年生）、午後１時３０分
～４時３０分（小学５・６年生） 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在住・在
学の小学３～６年生 午前・午後各３０名 ３００円（当日持参） 往復ハガキ（７
面記入例参照）に性別、学校名・学年も書いて、７月６日（必着）までに区バド
ミントン連盟・宇田川孝（〒１６６‐００１５成田東４‐３８‐２０）へ（先着順） 同連
盟・宇田川�３３１３‐８５５１（ミカドスポーツ内・午前１０時～午後５時）
�楽らく健康タイム（７月～９月）
　 ・ ・ 下表のとおり 年齢制限はありませんが、おおむね６５歳程度の体
力年齢の方に適したプログラムを提供します（医師などから運動を止められてい
る方はご遠慮ください） １回２００円 当日、直接会場へ �杉並区スポーツ振
興財団�３３１２‐２１１１（区代表）、上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７、荻窪体育
館�３２２０‐３３８１、高円寺体育館�３３１２‐０３１３

�７月１日に屋外プールオープン
　 開設期間＝７月１日�～９月１０日�午前９時～午後６時（和田堀公園プール
の７月２０日～８月３１日は午後８時まで、９月４日は休場） 下表のとおり �杉
並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表） �天候不良などによる閉場や入
場制限をすることがあります�利用時間（２時間）には着替えの時間も含みます
�「小学３年生以下」と「午後６時３０分以降に入場する中学生以下（和田堀公園
プールのナイター営業時）」の方は、１６歳以上の方の付き添いが必要です�オムツ
のとれない乳幼児は遊泳できません�貴重品やラジオなどの持ち込みや撮影はお
断りします�施設内は禁煙です�車やバイクでの来場はご遠慮ください
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〈屋外プール利用案内〉
使用料設　備施設名（住所・電話）

大　人４００円
子ども２００円

５０�・２５�・幼児用
（照明設備あり）　和田堀公園プール（大宮２‐２‐１０�３３１３‐４４５５）

２５�・幼児用阿佐谷けやき公園プール（阿佐谷北１‐１‐２２�３３３７‐８３８４）
大　人３００円
子ども１５０円２０�・幼児用関根文化公園プール（上荻４‐２‐６�３３９０‐５７７４）

※子ども＝中学生以下（３歳以下は無料）。電話番号は開設期間中のみ利用可能。

競技大会

その他

〈水泳競技種目一覧〉
種　　　　　目ク　ラ　ス

５０・１００ｍ＝自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ／２００ｍ＝個人メドレー１部（２９歳以下）一

般
男
子
・
女
子

５０ｍ＝自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・バタ
フライ
１００ｍ＝自由形（２部のみ）
２００ｍ＝個人メドレー

２部（３０～３９歳以下）
３部（４０～４９歳以下）
４部（５０～５９歳以下）
５部（６０歳以上）

２００ｍ＝フリーリレー・メドレーリレー年齢区分なし
５０・１００ｍ＝自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ／２００ｍ＝個人メドレー・
フリーリレー・メドレーリレー

高校男子・女子
中学男子・女子

５０ｍ＝自由型・平泳ぎ・背泳ぎ・バタ
フライ／２００ｍ＝フリーリレー小学男子・女子

〈杉並区まちの湯健康事業〉
事　業　名　・　日　　時浴場名・所在地・電話番号

てぬぐい体操＝７月２４日�、８月２８日�、９月２５日�午後１時～和泉湯（和泉１‐１８‐１�３３２１‐０９２９）
健康体操＝７月２３日�、８月２７日�、９月２４日�午後２時～おぎの湯（荻窪３‐４６‐１３�３３９２‐３７５３）
太極拳＝７月２４日�、８月 ２８日�、９月２５日�午後０時３０分～亀の湯（本天沼１‐２‐８�３３９９‐６４７２）
健康エアロビクス＝７月２４日�、８月２８日�、９月２５日�午後１時～観音湯（阿佐谷南３‐２７‐４�３３９８‐５７４３）
てぬぐい体操＝７月１０日�、８月１４日�、９月１１日�午後１時～こがね湯（下高井戸４‐１７‐１７�３３０２‐７６９５）
リフレクソロジー講習会＝７月３日�、９月４日�午後７時～／健康エアロビクス＝８月２１日�午後１時～Ｇokurakuya（上荻２‐４０‐１４�３３９９‐０２７６）
自力整体法＝７月１０日�、８月１４日�、９月１１日�午後１時～小杉湯（高円寺北３‐３２‐２�３３３７‐６１９８）
絵手紙＝７月３日�午後１時～／健康エアロビクス＝８月７日�、９月４日�午後１時～さくら湯（和田３‐１１‐９�３３８１‐８４６１）
健康エアロビクス＝７月３日�、８月７日�、９月４日�午後１時～杉並湯（梅里１‐１３‐７�３３１２‐１２２１）
気功太極拳＝７月１７日�、８月２１日�、９月１８日�午後１時～第一宝湯（天沼３‐３８‐１２�３３９８‐２３９２）
気功太極拳＝７月３日�、８月７日�、９月４日�午後１時～大黒湯（和泉１‐３４‐２�３３２８‐２１３７）
太極拳＝７月１６日�、８月２０日�、９月１７日�午後２時４５分～第二石原浴場（宮前４‐６‐１３�３３３４‐８４０２）
気功太極拳＝７月１０日�、８月１４日�、９月１１日�午後１時～第ニ宝湯（本天沼２‐７‐１３�３３９０‐８６２３）
太極拳＝７月１７日�、８月２１日�、９月１８日�午後０時４５分～玉の湯（阿佐谷北１‐１３‐７�３３３８‐７８６０）
健康エアロビクス＝７月１７日�、９月１８日�午後１時～／ビーズ教室＝８月１４日�午後２時～天狗湯（西荻南１‐２１‐４�３３３３‐９４６１）
自彊術（じきょうじゅつ）＝７月１７日�午後１時～／手品＝８月２１日�午後１時～／気功太極拳＝９月１８日�午後１時～天徳湯（西荻北４‐２４‐５�３３９０‐１５６１）
プールストレッチ教室、健康測定＝７月２１日�、８月１８日�、９月１５日�午後１時～なみのゆ（高円寺北３‐２９‐２�３３３７‐１８６１）
てぬぐい体操＝７月１０日�、８月２８日�、９月１１日�午後１時～成宗湯（成田東５‐３‐１９�３３９１‐４９５７）
ビーズ教室＝７月１０日�、８月２８日�、９月２５日�午後１時～梅月湯（下井草２‐３３‐９�３３９０‐３７５１）
カラオケ教室＝７月１７日�午後０時３０分～／太極拳＝８月７日�午後０時３０分～／コーラス＝９月１８日�午後０時３０分～浜の湯（浜田山３‐２４‐４�３３０３‐６６６５）
健康エアロビクス＝７月１０日�、８月１４日�、９月１１日�午後１時～秀の湯（桃井４‐２‐９�３３９９‐６１１２）
気功太極拳＝７月２４日�、８月２８日�、９月２５日�午後０時４５分～文化湯（西荻北４‐３‐１０�３３９０‐１０５１）
健康エアロビクス＝７月１７日�、８月２１日�、９月１８日�午後１時～平和湯（阿佐谷北４‐１７‐１１�３３３７‐３２３２）
てぬぐい体操＝７月３日�、８月７日�、９月４日�午後０時３０分～弁天湯（高円寺南３‐２５‐１�３３１２‐０４４９）
てぬぐい体操＝７月１７日�午後１時～／気功太極拳＝８月２１日�午後０時４５分～／手品＝９月１８日�午後０時４５分～森の湯（井草１‐１７‐７�３３９９‐７９９６）
健康エアロビクス＝７月２４日�、８月２８日�、９月２５日�午後１時～大和湯（和田１‐７１‐１８�３３８１‐３４５２）
太極拳＝７月２４日�午後１時～／手品＝８月２８日�午後１時～／コーラス＝９月２５日�午後１時～ゆたか湯（井草５‐１８‐１０�５３８２‐１１２７）
コーラス＝７月１７日�、９月１８日�午後０時３０分～／てぬぐい体操＝８月２１日�午後１時～湯の楽代田橋（和泉１‐１‐４�３３２１‐４９３８）
てぬぐい体操＝７月１０日�、８月２８日�、９月２５日�午後１時～吉の湯（成田東１‐１４‐７�３３１３‐６９１３）
健康エアロビクス＝７月１７日�、８月２１日�、９月１８日�午後０時４０分～林泉湯（天沼１‐１３‐１２�３３９２‐２７４４）

（注）１．てぬぐい体操は、てぬぐいを持参。２．ビーズ教室などは、材料費を負担していただく場合があります。

　５５歳以上の方を対象に区が都公衆浴場組合
杉並支部に委託して行う健康事業です。高齢
者にもやさしい健康エアロビクスなど、気軽
にご参加ください。なお、事業に参加された
方は当日１００円で入浴できます。

　 ・ ・ 下表のとおり 杉並区シルバー
人材センター、ダイヤビックひばり会、ＮＰ
Ｏ法人グループあいびーほか 無料 当日、
直接会場へ（先着順） 各公衆浴場

時 場 内 師

費 申

問

��杉並区まちの湯健康事業杉並区まちの湯健康事業
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楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽しししししししししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり　　　　　　楽しく健康づくり

からだづくりタイム楽らく健康タイムヘルシープラザ事業名
高円寺体育館（高円寺南２‐３６
‐３１）

荻窪体育館（荻窪
３‐４７‐２）

上井草スポーツセンター（上井草
３‐３４‐１）会　場

第１・３土曜日
午後１時～３時

第１・３水曜
日 午 前１１時
～午後１時

第２・４水曜日午
前１１時～午後１時

第２・４土曜
日午前１１時～
午後１時

第１・３水曜日
午前９時～１１時日　時

エアロビクスヨガダンベル体操ボクササイズ青竹ビクス種　目
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報」のお申し込みは広報課へ。 杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１
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。

◇
そ
の
他

� 
湧 
き
水
や
井
戸
水
は
、
生
で

わ

飲
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。

�
お
な
か
が
痛
い
、 
下  
痢 
や 
嘔 

げ 

り 

お
う

 
吐 
が
続
く
場
合
は
、
す
ぐ
に
医

と師
の
診
察
を
受
け
る
。

食
品
衛
生
夏
期
対
策 

実
施
中

　

杉
並
保
健
所
で
は
、
皆
さ
ん

の
食
生
活
の
安
全
を
守
る
た
め

に「
食
品
衛
生
夏
期
対
策
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
食
品
を

購
入
す
る
と
き
は
、
清
潔
で
温

度
管
理
と
表
示
が
き
ち
ん
と
さ

れ
た
店
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

�
包
丁
と
ま
な
板
は
、
肉
用
、

魚
用
、
野
菜
用
に
分
け
る
。

�
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
の
調
理
器
具
は

洗
剤
で
よ
く
洗
っ
た
後
、

熱
湯
で
消
毒
す
る
。

�
生
肉
や
魚
を
切
っ
た
包

丁
や
ま
な
板
を
、
果
物
や

野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
食

品
や
、
調
理
の
終
わ
っ
た

食
品
に
は
使
わ
な
い
よ
う

に
す
る
。
洗
剤
で
洗
い
、

す
す
い
だ
後
、
熱
湯
を
か

け
て
か
ら
使
う
。

◇
調
理

�
食
中
毒
菌
の
多
く
は
十

分
な
加
熱
で
死
滅
す
る
の

で
、
調
理
を
す
る
と
き
は

中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱

す
る
。

�
肉
は
肉
汁
の
色
が
透
明

に
な
る
ま
で
加
熱
す
る
。

�
ハ
ン
バ
ー
グ
や
卵
焼
は
フ
タ

を
し
て
熱
を
加
え
る
。

�
調
理
を
途
中
で
や
め
る
場
合

は
、
室
温
に
放
置
せ
ず
冷
蔵
庫

に
入
れ
る
。

◇
食
事

�
料
理
が
で
き
た
ら
な
る
べ
く

早
く
食
べ
、
室
温
に
二
時
間
以

上
置
か
な
い
。

�
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
・
割
れ

た
り
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
卵
は

生
で
食
べ
な
い
。

�
生
肉
に
は
食
中
毒
菌
が
つ
い

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
子

ど
も
や
高
齢
者
は
生
肉
を
避

け
、
で
き
る
だ
け
加
熱
調
理
し

た
も
の
を
食
べ
る
。

　

気
温
が
高
く
な
る
７
〜
９
月

は
、
食
中
毒
が
最
も
多
く
発
生

す
る
時
期
で
す
。
夏
場
は
、
牛

肉
の
Ｏ
１
５
７
（
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
）、魚
介
類
に
よ
る
腸
炎

ビ
ブ
リ
オ
、卵
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
、

さ
ら
に
は
鶏
肉
に
よ
る
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど
の
細
菌
に
よ

る
食
中
毒
が
多
発
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
食
中
毒
細
菌
は
、

気
温
が
高
い
夏
場
に
猛
烈
に
増

殖
し
ま
す
。
本
格
的
な
食
中
毒

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予

防
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
で
の 

予
防
方
法

◇
食
品
の
購
入

�
消
費
期
限
を
確
認
し
て
購
入

す
る
。

�
生
肉
・
生
魚
は
新
鮮
な
も
の

を
選
ぶ
。

�
冷
凍
・
冷
蔵
が
必
要
な
食
品

は
最
後
に
買
い
物
を
し
、
寄
り

道
せ
ず
に
持
ち
帰
る
。

◇
家
庭
で
の
保
存

�
肉
や
魚
介
類
な
ど
は
、
汁
が

出
な
い
よ
う
に
袋
に
入
れ
て
冷

蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
る
。

�
冷
蔵
庫
の
温
度
は　

度
以

１０

下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス　

度
１５

以
下
に
設
定
す
る
。

�
卵
は
パ
ッ
ク
の
ま
ま
冷
蔵
庫

へ
入
れ
る
。

◇
下
準
備

�
手
は
せ
っ
け
ん
で
よ
く
洗

う
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
様
々
な

虫
が
発
生
し
、
日
常
生
活
の
中

で
不
快
な
思
い
や
直
接
被
害
に

遭
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

虫
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
毛
虫

①
チ
ャ
ド
ク
ガ

　

ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ
な
ど
の

葉
の
裏
側
に
年
二
回
（
初
夏
と

秋
）
集
団
で
発
生
し
ま
す
。

　

幼
虫
、
成
虫
と
も
毒
針
毛
を

持
っ
て
お
り
、
人
の
皮
膚
に
刺

さ
る
と
痛
か
ゆ
く
感
じ
ま
す
。

�
サ
ク
ラ
ケ
ム
シ

　

秋
ご
ろ
桜
な
ど
に
大
量
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
人

を
刺
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
駆
除
方
法

　

群
生
し
て
い
る
毛
虫
を
発
見

し
た
ら
、
そ
の
葉
を
枝
ご
と
切

り
落
と
し
、
地
中
に
埋
め
る
方

法
や
棒
の
先
に
灯
油
を
染
み
込

ま
せ
た
布
を
付
け
、
こ
れ
に
火

を
つ
け
焼
き
殺
す
方
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
特
に
チ
ャ
ド
ク
ガ

は
毒
針
毛
が
飛
散
し
や
す
い
の

で
、十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ハ
チ

　

ハ
チ
は
自
然
環
境
の
中
で
重

要
な
役
割
を
持
つ
益
虫
で
す
。

人
が
い
た
ず
ら
に
触
ら
な
い
限

り
ハ
チ
の
方
か
ら
刺
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
ど
こ
に
で
も
巣
を
作
っ
て

し
ま
う
「
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
」
の

駆
除
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
駆
除
方
法

　

夕
方
暗
く
な
る
と
ハ
チ
は
巣

に
戻
り
、
あ
ま
り
活
動
し
な
く

な
り
ま
す
。
家
庭
に
用
意
し
て

あ
る
ス
プ
レ
ー
式
殺
虫
剤
を
使

い
、
ハ
チ
の
巣
に
向
け
て
一
〇

秒
ほ
ど
噴
射
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
の
か
か
っ
た
ハ
チ
は
す
ぐ

に
下
に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
翌
日
に
な
っ
た
ら
、
ハ

チ
が
巣
に
は
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
巣
を
取
り
除
き
ま
す
。

※
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
大
型
の

ハ
チ
が
庭
先
な
ど
に
巣
を
作

っ
た
場
合
、
駆
除
作
業
を
個

人
で
行
う
こ
と
は
危
険
で

す
。
環
境
課
生
活
環
境
担
当

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
蚊

　

蚊
は
水
際
に
卵
を
産
み
、
約

三
日
で
幼
虫
（
ボ
ウ
フ
ラ
）
に

な
り
ま
す
。
水
中
で
約
一
〜
二

週
間
生
息
し
た
の
ち
、
成
虫
に

な
り
ま
す
（
成
虫
の
寿
命
は
約

一
カ
月
）。卵
や
ボ
ウ
フ
ラ
に
と

っ
て
は
、
葉
に
た
ま
る
水
滴
程

度
の
水
た
ま
り
で
十
分
生
息
で

き
ま
す
。
ま
た
、
成
虫
は
木
陰

な
ど
に
潜
み
、
産
卵
す
る
た
め

に
雌
の
蚊
が
吸
血
し
ま
す
（
雄

は
吸
血
し
ま
せ
ん
）。

▽
駆
除
方
法

　

植
木
鉢
の
受
け
皿
、バ
ケ
ツ
、

ジ
ョ
ウ
ロ
、庭
の
池
、
水
槽
、
工

事
現
場
や
自
転
車
な
ど
の
雨
よ

け
シ
ー
ト
、
野
ざ
ら
し
の
容
器

な
ど
は
定
期
的
に
清
掃
し
、
物

を
片
付
け
る
な
ど
し
て
蚊
が
発

生
し
に
く
い
環
境
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
雨
水
ま

す
な
ど
は
一
週
間
に
一
回
程
度

の
割
合
で
殺
虫
剤
を
噴
霧
す
る

と
効
果
的
で
す
。

　

蚊
は
水
が
無
け
れ
ば
発
生
し

ま
せ
ん
。
発
生
源
と
な
る
水
た

ま
り
を
な
く
す
こ
と
が
蚊
の
発

生
を
抑
え
る
有
効
な
対
策
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
歩
き
な
が
ら
み
つ
け
た
不

思
議
な
も
の
」「
い
つ
も
な
ぜ
か

気
に
か
か
る
場
所
」「
自
分
だ
け

が
知
っ
て
い
る
ま
ち
の
不
思

議
」
な
ど
を
、
み
つ
け
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
「
探
検
報

告
」
に
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ひ
と
り
一
人
の
報
告
が
集

ま
っ
て「
す
ぎ
ま
る
マ
ガ
ジ
ン
」

が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
「
探
検
報
告
」を
提
出
す
る
と

「
す
ぎ
ま
る
マ
ガ
ジ
ン　

」（
来

１７

春
発
行
予
定
）
を
も
れ
な
く
お

届
け
し
ま
す
。

８
月
７
日 

は
一
八
回

目
の
「
知
る
区
ロ
ー
ド

の
日
」

　

「
知
る
区
ロ
ー
ド
探
検
隊
」

は
、
好
き
な
日
に
好
き
な
場
所

を
探
検
で
き
ま
す
が
、
年
一
回

探
検
隊
員
同
士
が
会
え
る
日
と

し
て
「
知
る
区
ロ
ー
ド
の
日
」

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ル
ー
ト

上
を
歩
き
な
が
ら
カ
ー
ド
交
換

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
や
そ
の
途
中
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な「
楽
し
い
し
か
け
」

が
探
検
隊
員
を
待
っ
て
い
ま

す
。

今
回
の
ル
ー
ト
は
い
つ

も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
�

　

こ
れ
ま
で
の
定
番
ル
ー
ト
は

「
真
ん
中
の
輪
」
で
し
た
が
、

（ 日 ）

今
回
は
「
真
ん
中
の
輪
」
の
北

側
と
そ
の
輪
を
横
切
る
善
福
寺

川
を
結
ん
だ
ル
ー
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

挑
戦
�
夏
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
「
ま
わ
れ
！
す

ぎ
ま
る
ワ
ー
ル
ド
」

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
科
学
館
、
公
園
な
ど
、

区
立
の
施
設
一
〇
カ
所
程
度
を

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
予

定
で
す
。

※
詳
細
は
「
広
報
す
ぎ
な
み
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

知
る
区
ロ
ー
ド
探
検
隊

の
申
し
込
み

　

電
話
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
７
面
記
入

例
参
照
）
で
、
知
る
区
ロ
ー
ド

探
検
隊
本
部
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
内
）
�
３
３
１
２
‐
２
９

０
７
、
Ｅ
メ
ー
ルm

a
tid
u
k
u

ri-k
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.

jp

へ
（
探
検
手
帳
・
探
検
地
図
・

た
ん
け
ん
新
聞
な
ど
を
７
月
下

旬
に
お
送
り
し
ま
す
）。詳
し
い

内
容
は
、
探
検
手
帳
や
た
ん
け

ん
新
聞
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

知
る
区
ロ
ー
ド
案
内
人

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

仕
事
の
内
容
は
、
知
る
区
ロ

ー
ド
の
日
の
お
手
伝
い
で
す
。

例
え
ば
、
当
日
の
参
加
受
付
を

し
た
り
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た

り
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
探
検
隊

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
方
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
ク
紙
幣
を
つ
か
え

る
の
は
、
今
回
限
り
と

な
り
ま
し
た

　

今
年
の
す
ぎ
ま
る
シ
ョ
ッ
プ

は
、
８
月　

日
�
と　

日
�
の

２２

２６

二
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

手
も
と
に
保
管
し
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

すぎまるミステリーハンター
～あっ！不思議みつけた�～

　 まちづくり推進課問

知る区ロード知る区ロード
探検隊２００５隊員募集探検隊２００５隊員募集

あ
な
た
の
ま
わ
り
の
虫
対
策

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

健
康
は
安
全
な
食
事
か
ら

健
康
は
安
全
な
食
事
か
ら

健
康
は
安
全
な
食
事
か
ら

健
康
は
安
全
な
食
事
か
ら

 

環
境
課
生
活
環
境
担
当

問

今年も会おうね！

はじめて
だって
ワックワク！

　
 

杉
並
保
健
所
生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

　
　

�
３
３
９
１
‐
１
９
９
１

問

▲基本は手洗いです▲調理器具はよく洗い
　ましょう
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�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

郷
土
博
物
館
の
催
し

◇
年
中
行
事　

七
夕

　

七
夕
馬
か
ら
阿
佐
谷
パ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
七
夕
ま
つ
り
ま
で

区
内
で
行
わ
れ
て
い
る
七
夕
行

事
を
紹
介
し
ま
す
。
七
夕
馬
の

製
作
実
演
も
見
学
で
き
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
〜
７
月
７
日

３０

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
七

夕
馬
の
製
作
実
演
＝
７
月
２
日

�
午
前　

時
〜
正
午
（
入
館
は

１０

４
時　

分
ま
で
）

３０

◇
子
ど
も
博
物
館
教
室

　

七
夕
飾
り
を
作
ろ
う

　

七
夕
の 
笹 
に
、
飾
り
を
作
っ

さ
さ

て
つ
け
ま
し
ょ
う
。
友
だ
ち
同

士
誘
い
合
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
 

７
月
２
日
�
午
前
９
時　
３０

分
〜
正
午
、
午
後
１
時　

分
〜

３０

４
時 

小
・
中
学
生

☆

　
 

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―

　

―
８
） 

一
〇
〇
円
（
観
覧

２０料
、
中
学
生
以
下
無
料
） 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

郷
土
博
物

館
�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１（
月

曜
日
休
館
）

�
ス
ポ
ー
ツ
と
古
典
文
学
の

ミ
ッ
ク
ス 

ス
ポ
ー
ツ
百
人
一
首

　

体
育
館
に
大
判
の
と
り
札
を

広
げ
て
チ
ー
ム
対
抗
で
百
人
一

首
を
楽
し
み
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
で
汗
を

時時
対

場

費

申

問

か
い
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
体

と
脳
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　
 

７
月
２
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
桃
井
４
―
３
―
２
） 

無

料
（
任
意
保
険
料
二
〇
円
は
自

己
負
担
） 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
社

会
体
育
係 

動
き
や
す
い
服
装

で
、
室
内
履
き
・
飲
み
物
・
タ
オ

ル
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル

く
ら
ぶ
―
街
を
き
れ
い
に

カ
エ
ル

　
 

７
月
９
日
�
午
前
８
時
〜

９
時
（
阿
佐
谷
地
区
）・
午
前
８

時　

分
〜
９
時　

分
（
高
円
寺

１５

１５

地
区
）
雨
天
実
施 

阿
佐
谷
地

区
＝
集
合
場
所
＝
区
役
所
青
梅

街
道
側
正
面
玄
関
前
、
清
掃
場

所
＝
中
杉
通
り
・
青
梅
街
道
沿

い
▽
高
円
寺
地
区
＝
集
合
場
所

＝
高
円
寺
障
害
者
交
流
館
前

（
高
円
寺
２
―　

―　

）、清
掃

２４

１８

場
所
＝
高
円
寺
南
四
丁
目
信
号

か
ら
青
梅
街
道
ま
で 

・ 

電

話
で
、
環
境
課
内
す
ぎ
な
み
環

境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局
へ 

�
軍
手
を
お
持
ち
の
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
�
身
軽
な
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
�
荷
物
置

き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
in

お
ぎ
く
ぼ
七
月
祭

　
 

７
月　

日
�
・　

日
�
午

２３

２４

時
場

費

申

問

他

時

場
申

問
他

時

前　

時
〜
午
後
３
時 

荻
窪
地

１０
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―

　

―　

） 

区
内
在
住
・
在
勤

３４

２０

の
方
（
業
者
不
可
） 

募
集
区

画
＝
各
日
共
四
〇
区
画（
抽
選
）

 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
に
参
加
希
望

日
も
書
い
て
、
７
月　

日
（
必

１４

着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ

ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２

１６８

高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３
１
‐
４
３

６
０
（
水
・
木
曜
日
休
館
）

７
月
の
施
設
め
ぐ
り

　

不
燃
ご
み
の
中
継
施
設
と
ご

み
の
最
終
処
分
場
を
た
ど
り
な

が
ら
、
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

７
月　

日
�
午
前
８
時　

２６

３０

分
〜
午
後
４
時　

分 

行
程
＝

３０

区
役
所
（
集
合
）
↓
杉
並
中
継

所
↓
中
央
防
波
堤
埋
立
処
分
場

（
江
東
区
）
↓
区
役
所
（
解
散
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
（
小
学
生
以
下
は
付
き
添
い

が
必
要
） 

四
二
名
（
抽
選
）

 

一
人
一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ

ガ
キ
に「
７
月
の
施
設
め
ぐ
り
」

と
明
記
し
、
参
加
希
望
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
と
代
表

者
の
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
７
月
８
日
（
必
着
）
ま
で

に
区
政
相
談
課
施
設
め
ぐ
り
担

当
へ 

区
政
相
談
課 

全
行
程

貸
切
バ
ス
で
移
動
、
昼
食
も
あ

り
ま
す

場

対

定

費

申

問

時

内

対

定

費

申

問

他

水
元
公
園
自
然
観
察
会 

―
ス
イ
レ
ン
と
オ
オ
ヨ
シ
キ

リ
を 
愛 
で
る

め

　

植
物
班
と
野
鳥
班
に
分
か
れ

て
夏
の
自
然
観
察
を
行
い
ま

す
。（
区
後
援
）

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時　

１２

１０

３０

分
（
集
合
）
〜
午
後
２
時 

集

合
場
所
＝
水
元
公
園
（
葛
飾
区

水
元
公
園
３
―
２
） 

各
班
四

〇
名
（
抽
選
） 

五
〇
〇
円

（
保
険
料
・
資
料
代
。
交
通
費

は
各
自
負
担
） 

往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
・
連
名
可
）
に

希
望
班
も
書
い
て
、
６
月　

日
２５

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
公
園
緑

地
課
み
ど
り
の
計
画
係
へ 

み

ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
杉
並
・

自
然
観
察
の
会
�
０
９
０
‐
６

７
１
９
‐
３
５
１
６
（
午
後
６

時
〜
９
時
） 

昼
食
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

長
泉
寺
ほ
お
づ
き
市

　

模
擬
店
や
地
域
農
産
物
の
販

売
も
あ
り
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

 

長
泉
寺
（
上
高
井
戸
１
―　
１８

―　

） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

１１

 

長
泉
寺
ほ
お
づ
き
市
実
行
委

員
会
�
３
３
０
２
‐
２
６
３
２

 

区
民
の
方
も
出
店
で
き
ま
す

の
で
、
実
行
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

健
康
づ
く
り
の
自
主
グ
ル
ー

プ
が
企
画
す
る
自
由
参
加
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　
 

７
月
７
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

 

集
合
場
所
＝
上
井
草
保
健
セ

ン
タ
ー（
上
井
草
３
―
８
―　

）
１９

 

コ
ー
ス
＝
上
井
草
保
健
セ
ン

時

場

定

費申

問

他

時
場

申

問他
時

場内

タ
ー
（
集
合
）
↓
青
梅
街
道
↓

武
蔵
関
公
園
↓
西
武
新
宿
線
武

蔵
関
駅
（
解
散
） 

五
㎞
以
上

歩
け
る
方 

無
料 

当
日
、
直

接
集
合
場
所
へ 

上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な
ど

に
は
、
各
自
自
己
責
任
で
ご
参

加
く
だ
さ
い

�
２
０
０
５
み
る
☆
き
く
☆

あ
そ
ぶ
！
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ア
ン
デ
ィ
先
生
の
マ
ジ

ッ
ク
教
室

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を 
観 
ま
せ

み

ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

７
月
８
日
�
午
後
７
時
〜

８
時　

分 

勤
労
福
祉
会
館

２０

（
桃
井
４
―
３
―
２
） 

三
六

六
名 

親
子
ペ
ア
券
二
〇
〇
〇

円
、
子
ど
も
一
〇
〇
〇
円
、
中

学
生
以
上
一
五
〇
〇
円
（
当
日

券
は
各
三
〇
〇
円
増
） 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入

例
参
照
）で
、子
ど
も
文
化
Ｎ
Ｐ

Ｏ　

Ｍ
・
Ａ
・
Ｔ
�
・
�
３
３
９

７
‐
５
１
５
２
へ
（
先
着
順
）

�
薬
物
乱
用
を
考
え
る 

『「
距
離
」
― 
俺 
た
ち
の

お
れ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
』上
演

　

薬
物
の
怖
さ
を
知
る
こ
と

で
、
乱
用
に
歯
止
め
を
か
け
た

い
と
の
願
い
を
込
め
て
上
演
し

ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

・ 

�
７
月　

日
�
午
後

１１

２
時
〜
、
６
時　

分
〜
＝
セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�　

日
�
午
後
２
時
〜
＝
阿
佐

１２
ケ
谷
中
学
校
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
３
）
�　

日
�
午
後
２
時

１７

１３

〜
＝
井
荻
中
学
校
（
今
川
２
―

　

―　

） 

出
演
＝
劇
団
た
ん

１３

２４

ぽ
ぽ 

各
回
八
〇
名
（　

日
�

１１

午
後
６
時　

分
の
部
の
み
五
五

３０

対

費

申
問

他
時

場

定

費

申

問

時

場
内

定

〇
名
） 

二
〇
〇
〇
円
（
全
席

自
由
） 

・ 

電
話
で
、
杉
並

の
子
ど
も
を
薬
物
か
ら
ま
も
る

会
実
行
委
員
会
事
務
局
�
３
３

９
７
‐
５
１
５
２
（
子
ど
も
文

化
Ｎ
Ｐ
Ｏ　

Ｍ
・
Ａ
・
Ｔ
内
）

へ
（
先
着
順
） 

２
時
開
演
の

部
は
団
体
鑑
賞
の
中
学
生
と
一

緒
と
な
り
ま
す

�
杉
並
区
コ
ー
ラ
ス
連
盟 

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
 

７
月
９
日
�
一
部
＝
午
後

１
時
〜
、
二
部
＝
４
時
〜
（
区

共
催
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

） 

無
料 

当

２２

３２

日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
区
コ

ー
ラ
ス
連
盟
・
長
村
勝
子
�
３

３
９
８
‐
６
０
８
３

夏
休
み
ひ
と
り
親
家
庭

の
一
泊
バ
ス
ハ
イ
ク

　
 

８
月
７
日
�
・
８
日
�（
一

泊
二
日
／
区
後
援
） 

休
暇
村

鹿
沢
高
原
（
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬

恋
村
鹿
沢
温
泉
） 

区
内
在
住

の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
（
子
ど
も
だ

け
の
参
加
不
可
） 

七
〇
名（
抽

選
） 

大
人
三
〇
〇
〇
円
、
子

費申

問
他

時

場

費

申

問

時

場
対

定

費

ど
も
一
五
〇
〇
円 

ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
に
子
ど
も
の

名
前
・
性
別
・
年
齢
・
学
年
も

書
い
て
、
７
月
３
日
（
必
着
）

ま
で
に
杉
並
区
母
子
寡
婦
福
祉

団
体
連
合
会
会
長
・
鳥
海
悦（
〒

　

‐
０
０
３
４
桃
井
１
―　

―

１６７

２５

２
）
へ
（
当
選
者
に
は
参
加
費

の
振
込
案
内
を
送
付
し
ま
す
）

 

同
会
・
鳥
海
�
３
３
９
０
‐

０
５
８
６
ま
た
は
金
井
�
３
３

１
３
‐
１
４
３
６ 

宿
泊
に
は

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
利

用
券
を
使
用
し
ま
す

�
全
建
総
連
杉
並
建
築
協
議
会 

住
宅
デ
ー

　

地
元
の
建
設
職
人
の
皆
さ
ん

が
技
術
を
い
か
し
て
開
催
し
ま

す
。（
区
後
援
）

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

午
後
３
時（
受
付
は
２
時
ま
で
）

 

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
） 

リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
補
強
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
な
ど
無
料
住

宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板

削
り
ほ
か 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

東
京
土
建
杉
並
支
部
�
３

３
１
７
‐
０
４
５
０

安
全
・
安
心
す
ぎ
な
み

の
つ
ど
い

　

自
主
防
犯
団
体
の
連
絡
会
総

会
お
よ
び
防
犯
カ
メ
ラ
条
例
施

行
一
周
年
を
記
念
し
て
、安
全
・

安
心
す
ぎ
な
み
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
す
。

　
 

７
月
１
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

式
典
、「
わ
が

２２

３２

ま
ち
の
警
察
官
」
感
謝
状
贈
呈

式
、
講
演
「
明
る
い
人
づ
く
り

と
パ
ト
ロ
ー
ル
」（
文
化
女
子
大

学
教
授
・
野
口
京
子
）、
「
（
仮

題
）
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
と

申

問

他

時
場

内

申

問時
場

内

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い

て
」（
元
最
高
裁
判
所
長
官
・
三

好
達
）、
も
の
ま
ね
・
歌
謡
シ
ョ

ー
（
ゆ
う
た
ろ
う
） 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

五
六

八
名 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

危
機
管
理
対
策
課 

自

主
防
犯
団
体
連
絡
会
総
会
は
午

後
１
時　

分
か
ら
開
催
さ
れ
ま

２０

す介
護
者
教
室

◇
介
護
技
術
が
必
要
な
方
へ
の

介
護
の
コ
ツ
―「
訪
問
入
浴
」

の
実
際
を
見
て
み
よ
う　

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

４
時 

浜
田
山
会
館
（
浜
田
山

１
―　

―
３
） 

じ
ょ
く
そ
う

３６

（
床
ず
れ
）
の
予
防
介
護
に
関

す
る
講
義
、
訪
問
入
浴
の
実
演

と
質
疑
応
答 

ア
ー
ス
サ
ポ
ー

ト
㈱
訪
問
入
浴
看
護
師 

区
内

在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
記
入
例
参
照
）
で
、
ケ
ア　
２４

浜
田
山
�
５
３
５
７
‐
４
９
４

４
�
５
３
５
７
‐
４
９
６
６
へ

◇
認
知
症
と
向
き
合
っ
て

　

家
族
は
認
知
症
を
ど
の
よ
う

に
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
家
族
の
戸
惑
い
、 
徘  
徊 
な

は
い 
か
い

ど
に
つ
い
て
質
問
を
交
え
な
が

ら
話
を
進
め
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午 

す
ぎ
な
み
正
吉
苑
（
清

水
２
―　

―　

） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

１５

２４

人
新
し
い
ホ
ー
ム
を
つ
く
る

会
・
徳
田
幸
子 

区
内
在
住
の

方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入
例

参
照
）
で
、
ケ
ア　

清
水
�
５

２４

３
０
３
‐
５
８
２
３
�
５
３
８

２
‐
２
６
３
３
へ

対
定

費

申

問

他

時
場

内
師

対

定

費

申

問
時

場

師
対

定

費

申

問

土曜日のパパママ学級
７月２３日�午後１時～４時
上井草保健センター

（〒１６７‐００２３上井草３‐８‐１９�３３９４‐１２１２）
　【内容】ビデオ、もく浴実習、情報交換など【対象】区内在住
で、当日妊娠２８週以上の初産のカップル２０組【参加費】無料
【申込み】往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定
日を書いて、７月８日 （必着）までに同保健センターへ【その
他】応募多数の場合、出産予定日などで調整あり
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（火曜日）

�
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ 

ク
レ
イ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座

　

ク
レ
イ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作

り
を
体
験
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
地
域
活
動
や
学
校
教
育
に
か

か
わ
っ
て
い
く
た
め
の
ク
レ
イ

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
教
室
運
営
の

手
順
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
区
内

の
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
に

し
た
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
室
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

教
室
運
営
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
指
導
を
す
る
方
を
養
成
す
る

講
座
で
す
。

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

杉

並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
会
議
室
（
上
荻
３
―　

―
２９

５
杉
並
会
館
内
） 

大
学
生
、

専
門
学
校
生
ま
た
は　

歳
以
上

２０

の
方
。
パ
ソ
コ
ン
（
メ
ー
ル
の

送
信
が
で
き
る
方
）
や
ビ
デ
オ

の
取
り
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
方

 

二
〇
名
（
抽
選
） 

二
〇
〇

〇
円
（
受
講
料
と
教
材
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
７
面
記
入
例
参

照
）
に
フ
ァ
ク
ス
番
号
と
Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
書
い
て
、
７

月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ス
ク
ー
ル
・
ア
ド
バ
イ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
１
本
天
沼
３
―　

―　

天
沼

１０

２０

中
学
校
気
付
）へ 

同
法
人
�
・

時

内

場

対

定

費

申

問

�
３
３
９
０
‐
０
４
０
４

科
学
館
の
講
座

◇
区
民
科
学
教
室

　

七
夕
の
星
を
さ
が
そ
う
�

　

お
星
様
に
願
い
事
を
し
ま
し

ょ
う
。
七
夕
の
星
に
つ
い
て
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
な
が
ら

楽
し
く
学
び
ま
す
。

　
 

７
月
２
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
２
時　

分 

区
内
在
住
の

２０

５
歳
以
上
の
方
（
未
就
学
児
・

低
学
年
児
童
は
保
護
者
同
伴
）

 

一
四
〇
名
（
先
着
順
） 

�

途
中
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
�
開

始
一
〇
分
前
ま
で
に
来
館
し
て

く
だ
さ
い

◇
天
文
の
夕
べ

　

七
夕
講
演
会
「
七
夕
が
来
た

道
」

　

七
夕
に
ま
つ
わ
る
疑
問
を
解

き
な
が
ら
七
夕
行
事
の
成
り
立

ち
を「
技
術
と
文
化
の
伝
搬
」と

い
う
視
点
か
ら
解
説
し
ま
す
。

　
 

７
月
２
日
�
午
後
６
時　
３０

分
〜
８
時　

分 

区
内
在
住
・

３０

在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の

方 

一
四
〇
名
（
先
着
順
）

◇
観
望
会　

星
の
色
比
べ

　

星
に
は
色
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
。
色
の
違
い
は
星

の
表
面
温
度
の
違
い
を
表
し
て

い
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
星
で
も

色
を
調
べ
れ
ば
、
温
度
を
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 

７
月
９
日
�
午
後
７
時
〜

時

対

定

他

時

対

定時

９
時
（
６
時　

分
開
場
） 

区

３０

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

四
年
生
以
上
の
方
（
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
） 

曇
天
の

場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

「
天
文
の
話
」
を
し
ま
す

☆

　
 

科
学
館
（
清
水
３
―
３
―

　

） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

１３場
へ 

科
学
館
�
３
３
９
６
‐

４
３
９
１

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

◇
か
ん
き
ょ
う
講
演
会

　

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

は
何
が
問
題
？
」

　
 

７
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
３
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０

る
荻
窪
・
第
一
〜
三
教
室
（
荻

窪
５
―　

―　

） 

日
本
容
器

１５

１３

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
広
報
部

長
・
土
居
敬
和 

四
〇
名 

無

料 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み
環
境

情
報
館
へ
（
先
着
順
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会

　

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
こ
ん
な

　

も
の
」
〜
こ
れ
は
便
利
�
汗

　

と
り
タ
オ
ル
と
小
物
た
ち

　
 

７
月　

日
�
・　

日
�
い

１５

２２

対

他

場
費

申

問
時

場
師

定

費

申時

ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
計
二
回
） 

あ
ん
さ
ん

３０ぶ
る
荻
窪
・
第
一
教
室 

二
〇

名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
円
（
材

料
費
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
７
面

記
入
例
参
照
）
で
、
７
月
５
日

（
必
着
）
ま
で
に
す
ぎ
な
み
環

境
情
報
館
へ

☆

　
 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方 

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
内

１５

１３

�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
）

家
族
介
護
教
室

◇
高
齢
者
の
た
め
の
音
楽
療
法

　

音
楽
を
通
し
て
高
齢
者
の
方

の
意
欲
と
健
康
を
維
持
し
ま

す
。

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
３
時 

和
泉
ふ
れ
あ
い
の

家
（
和
泉
４
―　

―　

） 

三

４０

３１

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

和
泉
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
２

１
‐
４
８
０
８
へ
（
先
着
順
）

◇
シ
リ
ー
ズ
・
摂
食
活
動
の
維

持
と
誤
え
ん
防
止

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
食
べ
て

元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

お
話
と
誤
え
ん
防
止
体
操
を
実

践
し
ま
す
。

　
 

・ 

６
月　

日
�
＝
そ
し

３０

ゃ
く
・
え
ん
下
運
動
筋
群
▽
７

月　

日
�
＝ 
口  
腔 
清
潔
▽　

日

こ
う 
く
う

１４

２８

�
＝
発
語
筋
群
／
い
ず
れ
も
、

午
前　

時　

分
〜
正
午 

高
円

１０

３０

寺
北
ふ
れ
あ
い
の
家
（
高
円
寺

北
３
―　

―
８
） 

各
日
一
五

２０

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高

円
寺
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

３
０
‐
４
９
０
３
へ
（
先
着
順
）

◇
実
技
を
と
も
な
う
基
本
的
な

介
護
講
座
（
知
識
）

　

家
庭
で
の
介
護
方
法
を
介
護

保
険
制
度
、
高
齢
者
の
心
理
を

場

定

費

申

対
問

時

場

定

費

申

問

時

内

場

定

費

申

問

中
心
に
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

　
 

７
月
５
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

ア
ー
ス
の
森
・
高
円
寺

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
高

円
寺
北
２
―　

―　

） 

高
齢

１４

２６

者
の
介
護
に
関
心
の
あ
る
方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

ア
ー
ス
の
森
・
高
円
寺
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
�
５
３
２
７

‐
３
７
０
１
へ
（
先
着
順
）

�
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア 

通
所
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
「
障
害
を
知
る
」

　

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
生

活
と
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
通
所
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１５

１０

正
午 

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
１
―　

―
３
） 

埼
玉

５６

大
学
助
教
授
・
吉
川
は
る
奈 

無
料 

・ 

電
話
で
、
前
日
ま

で
に
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
運

営
指
導
係
�
３
３
９
３
‐
４
７

６
０
へ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

認
定
の
た
め
の
講
習
会

　

区
が
認
定
す
る
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
 

応
募
資
格
＝
建
築
士
の
資

格
を
有
す
る
区
内
在
勤
の
方 

四
〇
名
程
度 

建
築
課
監
察
・

防
災
係
（
区
役
所
西
棟
三
階
）

に
あ
る
専
用
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
６
月　

日
ま

３０

で
に
同
係
へ（
先
着
順
） 

同
係

�
国
際
交
流
料
理
講
座 

ド
イ
ツ
の
家
庭
料
理
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

午
後
２
時 

高
井
戸
地
域
区
民

時
場

対

定

費

申

問

時
場

師

費

申

問

対

定

申

問

時

場

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
５
） 

ウ
ル
リ
ケ
・
パ
ル
デ

マ
ン 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
ま
た
は
文
化
・
交
流
協

会
会
員
の
方 

二
八
名（
抽
選
）

 

二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ

（
７
面
記
入
例
参
照
）
に
国
籍

と
会
員
は
会
員
番
号
も
書
い

て
、
７
月
１
日
（
必
着
）
ま
で

に
文
化
・
交
流
協
会
交
流
係（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル

１４五
階
）へ 

同
係
�
５
３
７
８
‐

８
８
３
３

�
区
民
健
診
要
指
導
者
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室 

健
診
結
果
が
気
に
な
る

働
き
盛
り
の
あ
な
た
へ

　

年
々
増
え
つ
つ
あ
る
働
き
盛

り
の
肥
満
、
生
活
習
慣
病
。
自

覚
症
状
の
な
い
う
ち
が
改
善
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
血
糖
値
や

中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

な
ど
の
気
に
な
る
検
査
値
を
あ

な
た
に
合
っ
た
食
生
活
と
運
動

の
実
践
で
楽
し
く
改
善
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

下
表
の
と
お
り 

一

日
目
＝
知
ろ
う
！
つ
く
ろ
う
！

血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
か
ら
だ
〜
検

査
値
の
見
方
、
血
圧
・
体
脂
肪

測
定
▽
二
日
目
＝
食
事
の
改
善

〜
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
実
行
で

き
な
い
時
の
裏
ワ
ザ
▽
三
日
目

＝
運
動
の
効
果
と
ポ
イ
ン
ト
〜

さ
あ
、
や
ろ
う
！
楽
し
い
健
康

生
活 

無
料 

・ 

電
話
で
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
下
表
）

�
公
開
＆
連
続
講
座 

障
が
い
児
・
寄
り
添
い

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
 

・ 

�
７
月
４
日
�
＝「
発

達
障
害
と
は
？
」
�　

日
�
＝

１１

「
サ
ポ
ー
ト
の
心
構
え
、
声
か

師
対

定

費

申

問

時

場

内

費

申

問

時

内

け
の
仕
方
」
�　

日
�
〜　

日

１２

２２

�
に
数
回
の
実
践
�　

日
�
＝

２５

情
報
交
換
会
／
�
�
は
連
続
受

講
希
望
者
の
み 

�
阿
佐
谷
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―　

）
�
天
沼
会
議
室

４７

１７

（
天
沼
２
―　

―　

）
�
区
内

３０

１０

障
害
者
（
児
）
施
設
な
ど
�
杉

並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―　

四
階
） 

発
達
臨

４７

１７

床
を
考
え
る
会
代
表
・
西
村
和

場

師

代 
　

歳
以
上
で
障
害
児
と
の

１８

活
動
に
興
味
の
あ
る
方 

�
�

各
七
〇
名
、
�
〜
�
連
続
参
加

一
五
名 

�
�
の
み
参
加
の
場

合
は
各
五
〇
〇
円
、
�
〜
�
連

続
受
講
希
望
者
は
一
五
〇
〇
円

 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
７
面
記
入
例
参
照
）
で
、
杉

並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６

‐
３
９
３
９
�
５
３
０
６
‐
６

５
９
７
へ
（
先
着
順
）

対

定

費

申

問

〈インストラクター養成講座〉
内　　　容月日

アニメーションについて
の解説（作品観賞と道具
の説明・個別制作のケー
ス・絵コンテを作る）

７月
２０日�

作ってみよう�（粘土に
なれる・粘土の種類と特
性・人形の作り方・メタモ
ルフォーゼの粘土の作り
方）

２７日�

作ってみよう�（背景を
つくる・バルサや発砲ボ
ードでの背景をつくる）

２８日�

撮影をする�（自分で作
った粘土の人形や素材で
アニメーションを体験）

８月
３日�

撮影をする�４日�
編集をする（鑑賞会・質
疑応答）１０日�

※時間は、いずれも午後２時～４時。

　区職員をかたって電話し、個人の情報を聞き出そうとし
た事件や、区関係業者といつわり訪問し、工事や修理をす
すめる事件が発生しています。
　区職員が区民の方に電話をする際は、所属と名前を名乗
ります。内容に不審な点があれば即答せず、区役所�３３１２
‐２１１１へ折り返し電話してください。トラブルが起きてし
まった際は、警察署生活安全課（杉並３３１４‐０１１０／高井戸
３３３２‐０１１０／荻窪３３９７‐０１１０）または消費者センター�３３９８
‐３１２１へご相談ください。

かたりに注意！かたりに注意！

〈フォローアップ教室〉
９月７月回保健センター
１３日�１２日�１

荻窪（荻窪５‐２０‐１
�３３９１‐００１５） ２０日�１９日�２

２７日�２６日�３
１日�７日�１

高井戸（高井戸東３‐
２０‐３�３３３４‐４３０４） ８日�１４日�２

１５日�２１日�３
※５日�４日�１

高円寺（高円寺南３‐
２４‐１５�３３１１‐０１１６） ※１２日�１１日�２

※２６日�２５日�３

��

※４日�１
上井草（上井草３‐８
‐１９�３３９４‐１２１２） ※１１日�２

※２５日�３
１３日�

��

１
和泉（和泉４‐５０‐６
�３３１３‐９３３１） ２０日�２

２７日�３
注１．どの保健センターでも受講できます。２．時間は、
いずれも午前１０時～正午。３．※は出前講座です。高
円寺＝高円寺南５丁目会館（高円寺南５‐９‐１４）、上
井草＝井草地域区民センター（下井草５‐７‐２２）。

〈リサイクルひろば高井戸・７月の講習会〉
応募方法定員費用日　　　時講習会名

当日、
直接会
場へ

１０名 ��１日�午前１０時３０分～正午
廃油（てんぷら油）
からの石けん作り
体験コーナー

各回
５名１００円２日��午前１０時３０分～正

午�午後１時～３時
アクリルたわし作
り体験コーナー

電話で
先着順

各回
６名

５枚
１００円

３日��午後１時～２時
�２時３０分～３時３０分

牛乳パックからの
手すきハガキ体験
コーナー

各日
１０名６００円４日�・１８日�午後１時３０

分～３時３０分和服のリフォーム

各回
１０名��

９日��午後１時～２時
�２時３０分～３時３０分包丁とぎを習おう

１０名部品代
は別途

１７日�午後１時～４時（受
付は３時まで）　　　　　

おもちゃのクリニ
ック（おもちゃの
修理）※１人１点
※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３‐７‐４�
３３３１‐４３６０、水・木曜日休館）へ。募集人数に満たない場合は中止する場合
があります。生ごみたい肥相談は、電話で随時受け付けています（回答には
数日かかる場合もあります）。



●９

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（火曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�������

�
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

学
習 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ミ

ナ
ー
２
０
０
５

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
区
内
施

設
（
保
育
園
・
高
齢
者
施
設
な

ど
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
で
、
体
験
学
習
を

行
い
ま
す
。
活
動
先
や
日
程
は

参
加
者
自
身
が
選
び
、
三
日
間

以
上
で
自
由
に
設
計
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
 

７
月
１
日
�
・
２
日
�
午

後
１
時
〜
５
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ

る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

 

中
学
生
〜　

歳
く
ら
い
ま
で

３０

の
方 

一
五
〇
名
（
先
着
順
）

 

五
〇
〇
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
料
は
別
途
三
〇
〇
円
。
す

で
に
加
入
し
て
い
る
方
は
不

要
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０

時

場

対

定

費

申

問

６
‐
３
９
３
９

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ビ
ジ
ネ
ス 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

申
請
書
類
の
評
価
や
作
成
な

ど
を
通
し
て
、第
三
者
に
理
解
・

共
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

や
Ｐ
Ｒ
の
方
法
を
参
加
型
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
び
ま
す
。

　
 

７
月
７
日
�
・　

日
�
・

１４

　

日
�
午
後
６
時　

分
〜
９
時

２１

３０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
四
階

（
荻
窪
５
―　

―　

） 

�
コ

１５

１３

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
サ
ー
チ
取
締
役

社
長
・
尾
�
有
紀
子 

補
助
金

や
助
成
金
の
申
請
・
協
働
事
業

を
考
え
て
い
る
団
体
の
方 

三

〇
名 

三
〇
〇
〇
円 

・ 

６

月　

日
か
ら
電
話
で
、
杉
並
Ｎ

２２
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐
３

９
３
９
へ

時
場

師
対

定

費

申

問

�
ぜ
ん
息
講
演
会 

息
苦
し
さ
を
和
ら
げ
る

音
楽
療
法

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
な
る
と

ぜ
ん
息
の
発
作
が
多
く
な
り
ま

す
。
軽
い
発
作
の
場
合
、
腹
式

呼
吸
を
繰
り
返
す
と
症
状
が
和

ら
ぎ
ま
す
。
歌
な
ど
を
通
し

て
、
ま
ず
は
保
護
者
自
身
が
腹

式
呼
吸
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
 

７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午 

杉
並
保
健
所
地
下
講
堂

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

音
楽

２０

療
法
士
・
福
田
義
子 

区
内
在

住
の
ぜ
ん
息
児
の
保
護
者 

四

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た

は
ハ
ガ
キ（
７
面
記
入
例
参
照
）

で
、
７
月
５
日
（
必
着
）
ま
で

に
杉
並
保
健
所
保
健
予
防
課

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―

１６７

　

―
１
�
３
３
９
１
‐
１
０
２

２０５
）
へ

時
場

師
対

定

費

申

問

方
南
二
丁
目
高
齢
者
施
設

を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

よ
り
良
い
施
設
づ
く
り
と
地

域
の
支
援
や
利
用
、
方
南
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

た
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
ケ
ア
を

推
進
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
関
心
の

あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
多
世
代
で
知
恵
を
出

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
内
容
は
方

南
二
丁
目
施
設
づ
く
り
応
援
団

（
横
浜
国
立
大
学
建
築
計
画
研

究
室
）
の
大
学
生
が
企
画
し
て

い
ま
す
。

　
 

７
月
２
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時 

泉
南
中
学
校
（
堀

ノ
内
１
―
３
―
１
） 

高
齢
者

施
設
と
周
り
の
地
域
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
え
よ
う 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
高
齢
者
施
策

課
計
画
推
進
担
当
へ

時

場

内
費

申

問

講
演
と
映
画
の
会

　
 

７
月
６
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
（
１
時
開
場
／
区
後
援
）

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

・ 

講
演
＝
「
高

２２

３２

血
圧
症
に
つ
い
て
」（
河
北
総
合

病
院
診
療
部
長
兼
本
院
内
科
部

長
・
玉
村
年
健
）、
映
画
上
映
＝

「
男
は
つ
ら
い
よ
〜
寅
次
郎
恋

歌
」 

区
内
在
住
の
方 

五
〇

〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
区
医
師
会
�
３
３

９
２
‐
４
１
１
４

高
校
教
育
を
考
え
る
父

母
と
教
師
の
つ
ど
い

　
 

・ 

①
７
月
３
日
�
午
後

１
時　

分
〜
４
時
（
１
時
受
付

３０

開
始
）
＝
都
立
高
校
の
教
育
の

紹
介
、
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
②
９
日
�
午
後
２
時
〜
４

時
（
１
時　

分
受
付
開
始
）
＝

３０

東
京
の
私
立
高
校
の
紹
介
、
選

時
場

内

師

対

定

費

申

問
時

内

ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
（
区

後
援
） 

①
都
立
鷺
宮
高
校（
中

野
区
若
宮
３
―　

―
８
）
②
野

４６

方
ウ
ィ
ズ
（
中
野
区
野
方
５
―

３
―
１
） 

都
立
高
校
、
私
立

高
校
の
先
生
ほ
か 

中
学
校
三

年
生
と
そ
の
保
護
者 

三
〇
〇

名 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

実
行
委
員
会
・
前
山
�
３

３
９
９
‐
８
７
１
９ 

上
履
き

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

女
子
美
術
大
学
ア
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー

　

講
義
・
絵
画
・
版
画
・
工
芸
・
表

現
方
法
・
パ
ソ
コ
ン
・
親
子
講
座

な
ど
全
九
三
講
座
を
開
講
し
ま

す
。「
初
心
者
・
初
級
者
」向
け
、

土
日
講
座
な
ど
、「
や
っ
て
み
た

い
」を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。男

女
を
問
わ
ず
受
講
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。（
区
後
援
）

場

師

対
定

費

申

問

他

　
 

女
子
美
術
大
学
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
１６６

８
５
３
８
和
田
１
―　

―
８
�

４９

５
３
４
０
‐
４
６
４
６
�
５
３

４
０
‐
４
５
７
０
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジh

ttp
://w
w
w
.jo
s
h
ib

i.a
c
.jp
/o
c
c

）

�
明
治
大
学
公
開
講
座 

情
報
科
学
と
社
会

　

初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
入

門
講
座
で
す
。（
区
共
催
）

　
 

７
月　

日
�
・　

日
�
午

２８

２９

後
１
時
〜
６
時 

明
治
大
学
和

泉
校
舎
（
永
福
１
―
９
―
１
）

 

基
本
操
作
、
日
本
語
入
力
、

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
体
験 

明
治
大
学
講

師
・
近
藤
佐
保
子 

区
内
在
住

の
パ
ソ
コ
ン
未
経
験
者
、
初
心

者
（
親
子
、
祖
父
母
孫
二
人
組

で
の
申
込
も
可
） 

各
日
三
〇

名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ

ガ
キ
（
７
面
記
入
例
参
照
、
連

問時

場

内

師

対定

費

申

名
可
）
に
性
別
と
希
望
日
も
書

い
て
、
７
月
７
日
（
必
着
）
ま

で
に
明
治
大
学
情
報
科
学
セ
ン

タ
ー
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
科

学
市
民
講
座
係
（
〒　

‐
８
３

１０１

０
１
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
１

―
１
）へ 

同
係
�
３
２
９
６
‐

４
２
９
４ 問

き
み
の
企
画
、
実
現
さ

せ
な
い
か
？
―
中
高
生
の

「
や
っ
て
み
た
い
�
」
を
応

援
し
ま
す

　

バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
講
習
会
な
ど
、

中
高
生
の
皆
さ
ん
が
「
や
っ
て

み
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
企
画

を
実
現
す
る
た
め
、
会
場
・
機

材
・
講
師
の
確
保
な
ど
を
応
援

し
ま
す
。
中
高
生
な
ら
だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
こ
と
、
準
備
か

ら
当
日
の
運
営
・
片
付
け
ま
で

を
自
分
た
ち
で
す
る
こ
と
な

ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。
企
画
書
は

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
受
付
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

 
斬  
新 
な
企
画
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ざ
ん 
し
ん

　
 

中
・
高
校
生 

企
画
を
実

施
し
た
い
月
の
前
月　

日
ま
で

１０

に
、
企
画
書
を
直
接
児
童
青
少

年
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
５６

３
）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
事
業
係

�
３
３
９
３
‐
４
７
６
０

ふ
れ
あ
い
保
育

　

親
子
で
保
育
園
生
活
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
育

士
や
看
護
師
、
調
理
職
員
と
子

育
て
の
悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
希
望
が
あ
れ
ば
保
育
園

対

申

問

の
給
食
も
体
験
で
き
ま
す
。

　
 

月
〜
土
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
） 

区
立
保
育

園 

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者 

各
園
若
干
名 

二
〇
〇
円
（
給

食
希
望
者
の
み
） 

各
区
立
保

育
園
へ 

保
育
課
指
導
係

�
杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー 

非
常
勤
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
区
民
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
窓
口
や
電
話
相

談
、
事
業
の
企
画
、
団
体
同
士

の
調
整
な
ど
▽
勤
務
場
所
＝
杉

並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―　

四
階
）
▽
資
格
＝

４７

１７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
経
験
が

時

場

対

定

費

申

問

内

あ
る　

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
▽

５０

勤
務
日
＝
月
一
六
日
（
土
・
日

曜
・
祝
日
勤
務
あ
り
）
▽
勤
務

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

の
う
ち
一
日
八
時
間
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
勤
務
（
勤
務
日
時
は

応
相
談
）
▽
報
酬
な
ど
＝
月
額

一
六
万
円
〜
二
〇
万
円
前
後
、

社
会
保
険
あ
り
（
詳
細
は
杉
並

区
社
会
福
祉
協
議
会
非
常
勤
規

定
に
よ
る
）
▽
勤
務
開
始
日
＝

７
月　

日
�
（
予
定
）
▽
募
集

１１

人
数
＝
一
名 

・ 

履
歴
書
と

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
お
け
る
協
働
の
考
え
方
に

つ
い
て
」
の
作
文
（
八
〇
〇
字

程
度
）
を
６
月　

日
（
必
着
）

２８

ま
で
に
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
課
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―　

）
へ
郵
送
ま

１５

１３

た
は
持
参 

同
課
�
５
３
４
７

申

問

問

‐
１
０
１
０

�
�福
 

杉
樹
会　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
さ
ん
じ
ゅ
久
我
山 

非
常
勤
介
護
職
員

　
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

居
者
の
日
常
生
活
や
ク
ラ
ブ
活

動
の
支
援
な
ど
▽
勤
務
時
間
＝

�
日
勤
な
ど
＝
午
前
６
時　

分
１５

〜
午
後
８
時　

分
の
間
で
実
働

４５

八
時
間
（
休
憩
四
五
分
）
�
夜

勤
＝
午
後
３
時
〜
午
前
９
時

（
休
憩
三
時
間
）。勤
務
日
は
応

相
談
▽
応
募
資
格
な
ど
＝　

歳
４０

ま
で
の
方
。
資
格
は
不
問
▽
時

給
＝
九
五
〇
円
〜
（
夜
勤
は
一

回
一
万
五
五
〇
〇
円
〜
） 

三

名 

履
歴
書
を
郵
送
で
、
さ
ん

じ
ゅ
久
我
山
（
〒　

‐
０
０
８

１６８

２
久
我
山
３
―　

―　

）へ（
不

４７

１６

採
用
時
は
履
歴
書
を
返
却
） 

内

定

申

問

さ
ん
じ
ゅ
久
我
山
�
５
３
４
６

‐
５
３
５
１ 

特
別
区
職
員
Ⅲ
類
お
よ

び
経
験
者
（
電
気
）

　
 

第
一
次
試
験
＝
９
月　

日
１１

�
▽
試
験
区
分
な
ど
＝
下
表
の

と
お
り
▽
試
験
案
内（
申
込
書
）

の
配
布
場
所
＝
職
員
課
人
事
係

（
区
役
所
東
棟
五
階
）、区
民
事

務
所
、
駅
前
事
務
所
、
区
民
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
▽
申

込
方
法
＝
郵
送
＝
８
月　

日
１０

（
消
印
有
効
）ま
で
に
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
（
〒

　

‐
０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田

１０２橋
３
―
５
―
１
）
へ
。
持
参
＝

８
月　

日
・　

日
に
職
員
課
人

１１

１２

事
係
ま
た
は
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
任
用
課
へ
（
い
ず
れ

内

も
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

１０

◇
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

勤
務
を
希
望
す
る
区
を
決
め

る
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
特
別
区
が
一
堂
に
会
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

７
月　

日
�
（
時
間
は
未

２５

定
） 

特
別
区
職
員
研
修
所（
江

東
区
塩
浜
２
―　

―　

） 

�

２２

１０

類
受
験
希
望
者☆

　
 

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課
採
用
係
�
５
２
１
０

‐
９
７
８
７
、
採
用
試
験
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
�
３
２
６
１
‐

２
２
２
１
（
二
四
時
間
）、
区
職

員
課
人
事
係 

詳
細
は
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジh

ttp
://w
w
w
.to
k
y
o

2
3
c
ity
.o
r.jp
/s
a
iy
o
u
-s
i

k
e
n
.h
tm

を
ご
覧
く
だ
さ
い

時
場

対

問

他

〈特別区職員�類および経験者採用試験〉
受　験　資　格採用予定数試験区分区分

日本国籍を有する方で、昭和５９年４月２日
から昭和６３年４月１日までに生まれた方

９５名程度事　　務
�　類 ４名程度機　　械

５名程度電　　気

日本国籍を有する方で、昭和４６年４月２日
から昭和５１年４月１日までに生まれた方。
民間企業などにおける業務従事歴が５年
以上（平成１８年３月３１日現在）ある方

２名程度電　　気経験者

７月は「社会を明るくする運動」強調月間です
ふれあいと対話が築く明るい社会
　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止と罪
を犯した人たちの更生について理解を深め、犯罪や非行
のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　７月１日には、区内のＪＲを始めとする主要な駅頭
（１３駅）で、広報活動を行います。皆さんのご協力をお
願いします。

 社会を明るくする運動杉並区実施委員会
（児童課子ども青少年係内）

問



������� ●１０

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（火曜日）

�
主
役
は
あ
な
た
で
す 

杉
並
区
総
合
文
化
祭 

区
民
文
化
の
日
の
参
加
者

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
杉
並

区
総
合
文
化
祭
。
そ
の
中
で　
１１

月
３
日
�
を「
区
民
文
化
の
日
」

と
し
、
こ
の
日
を
中
心
に
区
民

の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
場
と

様
々
な
活
動
の
情
報
を
交
換
す

る
場
を
設
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

�
大
会
部
門　

　
 
　

月
３
日
�
午
後
１
時
〜

１１

５
時 

舞
台
で
演
じ
ら
れ
る

和
・
洋
芸
能
一
般
、
プ
ロ
･
ア

マ
不
問
▽
出
演
時
間
＝
一
団
体

八
分
以
内
、
個
人
三
〜
五
分

�
展
示
部
門

　
 
　

月
２
日
�
午
後
１
時
〜

１１

５
日
�
正
午
（
搬
入
受
付
＝
２

日
�
午
前
９
時
〜　

時
、
搬
出

１１

＝
５
日
�
正
午
〜
午
後
３
時
）

 

木
彫
･
陶
芸
･
皮
細
工
な
ど

の
作
品
、
自
由
な
発
想
の
作
品

で
自
分
で
持
ち
運
び
で
き
る
も

の
（
個
人
＝
一
人
一
点
、
団
体

＝
展
示
パ
ネ
ル
一
枚
ま
た
は
机

一
台
に
展
示
で
き
る
も
の
）

☆

　
 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

） 

区
内
在
住
･
在

２２

３２

勤
の
個
人
ま
た
は
団
体
（
出
演

者
な
ど
の
大
半
が
区
内
在
住
･

在
勤
の
方
） 

無
料
（
出
演
･

展
示
に
伴
う
実
費
は
個
人
負

担
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
７
面
記

入
例
参
照
）
に
応
募
動
機
と
�

大
会
部
門
＝
種
目
･
内
容
･
日

ご
ろ
の
活
動
内
容
、
個
人
･
団

体
の
別
�
展
示
部
門
＝
作
品
の

種
類
･
大
き
さ
･
内
容
･
展
示

方
法
（
机
上
か
壁
掛
け
か
）、 

個
人
･
団
体
の
別
（
団
体
の
場

合
は
作
品
点
数
明
記
）
も
書
い

時
内

時
内

場

対費

申

て
、
�
は
７
月　

日
、
�
は
９

１５

月　

日
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま

２１
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―

１６６

２２

　

）
へ
（
抽
選
） 

同
セ
ン
タ

３２ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１ 

�
絵
画
・
書
道
に
つ
い
て
は
９

月
の
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
で
募

集
予
定
�
盆
石
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

写
真
の
申
し
込
み
は
区
内
の
写

真
文
化
連
盟
加
盟
写
真
店
へ

 
「
お
た
っ
し
ゃ　

」健
診

２１

の
対
象
者
を
拡
大

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
５
月　
２１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
お
た

っ
し
ゃ　

健
診
」の
対
象
者
が
、

２１

　

歳
以
上
に
変
更
に
な
り
ま
し

６５た
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

第
一
回
目
が
６
月　

日
か
ら

１７

始
ま
っ
て
い
る
こ
の
健
診
は
、

体
力
測
定
な
ど
「
お
た
っ
し
ゃ

度
」
を
測
定
す
る
二
一
項
目
の

健
診
で
す
。
こ
の
機
会
に
体
力

測
定
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
、
高
井

戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、

高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１
１

６
、
上
井
草
�
３
３
９
４
‐
１

２
１
２
、
和
泉
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
）
ま
た
は
杉
並
保
健

所
健
康
推
進
課
�
３
３
９
１
‐

１
０
１
５

も
の
わ
す
れ
相
談

　

も
の
わ
す
れ
が
心
配
と
思
わ

れ
る
方
か
ら
、
家
族
の
認
知
症

症
状
へ
の
対
応
に
お
困
り
の
方

ま
で
幅
広
く
専
門
の
精
神
科
医

が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

問

他

問

　

詳
し
い
日
程
は
、　

面
下
の

１２

「
各
種
健
康
相
談
」
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�

３
３
９
１
‐
０
０
１
５
、
高
井

戸
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
、

高
円
寺
�
３
３
１
１
‐
０
１
１

６
、
上
井
草
�
３
３
９
４
‐
１

２
１
２
、
和
泉
�
３
３
１
３
‐

９
３
３
１
）
ま
た
は
杉
並
保
健

所
保
健
予
防
課
�
３
３
９
１
‐

１
０
２
５

杉
並
区
区
民
意
向
調
査

　

皆
さ
ん
が
、
区
政
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
意
見
や
意
向
を
お

持
ち
な
の
か
を
知
る
た
め
に
、

区
民
意
向
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
員（
区
の
委
託
業
者
）

が
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

調
査
内
容
＝
定
住
性
と
生

活
環
境
・
区
政
へ
の
要
望
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
・
動
物
と
の
共
生

に
つ
い
て
な
ど
▽
調
査
方
法
＝

委
託
業
者
か
ら
調
査
票
が
６
月

　

日
�
こ
ろ
に
郵
送
さ
れ
ま

２３す
。
６
月　

日
�
〜
７
月　

日

３０

１７

�
ま
で
に
調
査
員
が
回
収
に
伺

い
ま
す
▽
委
託
先
＝
�
エ
ス
ピ

ー
研 

無
作
為
に
選
ん
だ　

歳
１８

以
上
の
区
民
一
四
〇
〇
名 

区

政
相
談
課

特
別
区
民
税
・
都
民
税（
普

通
徴
収
分
）の
納
期
限

　

６
月　

日
�
は
、
特
別
区
民

３０

税
・
都
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

第
一
期
分
の
納
期
限
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

含
む
）、区
役
所
、区
民
事
務
所
・

分
室
、
駅
前
事
務
所
で
ご
納
付

く
だ
さ
い
。
６
月　

日
に
は
、

３０

夜
間
収
納
窓
口
を
午
後
５
時　
１５

分
〜
８
時
ま
で
区
役
所
に
開
設

し
ま
す
。

問内
対

問

　

ま
た
、
納
付
に
便
利
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

納
税
課

�
障
害
の
あ
る
方
へ 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

一
人
暮
ら
し
な
ど
の
重
度
の

身
体
障
害
者
・
難
病
患
者
の
お

宅
に
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
救
急

要
請
の
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　
 

区
内
在
住
の　

歳
未
満
の

６５

一
人
暮
ら
し
な
ど
で
身
体
障
害

者
手
帳
１
･
２
級
あ
る
い
は
東

京
都
難
病
医
療
費
助
成
制
度
に

該
当
す
る
方 

・ 

障
害
者
施

策
課
障
害
者
福
祉
係
ま
た
は
福

祉
事
務
所
（
東
�
５
３
０
６
‐

２
６
１
１
、
西
�
３
３
９
８
‐

９
１
０
４
、
南
�
３
３
３
２
‐

７
２
２
１
）
へ

さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
休
止
日

　

６
月　

日
�
は
、
設
備
機
械

３０

点
検
の
た
め
シ
ス
テ
ム
が
休
止

し
ま
す
。
休
止
中
は
、
当
日
利

用
以
外
の
入
金
や
予
約
の
変
更

が
で
き
ま
せ
ん
。
点
検
は
午
後

４
時
に
終
了
す
る
予
定
で
す

が
、
状
況
に
よ
り
延
長
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

地
域
課
地
域
施
設
係

書
類
と
手
続
き
・
社
会

保
険
・
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
会

　

相
続
や
金
銭
に
関
す
る
法
的

書
類
の
作
成
や
、
年
金
・
社
会

保
険
の
相
談
、
国
の
仕
事
へ
の

苦
情
な
ど
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
 

７
月
８
日
�
午
後
１
時
〜

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

問対

申

問

問時
場

費

申

問

東
京
都
行
政
書
士
会
杉
並
支
部

�
０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
５
３

７
ま
た
は
区
政
相
談
課 

関
係

資
料
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く

だ
さ
い

中
小
企
業
融
資
制
度

　

区
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有

し
事
業
を
す
で
に
行
っ
て
い
る

か
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
区
内
で

事
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

中
小
企
業
者
で
一
定
の
条
件
を

満
た
す
方
に
対
し
、
事
業
運
営

に
必
要
な
設
備
資
金
や
運
転
資

金
な
ど
を
低
利
で
借
入
で
き
る

よ
う
契
約
金
融
機
関
に
融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
（
下

表
）。
な
お
、申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
か
ら
融
資
実
行
ま
で
約

一
カ
月
か
か
り
ま
す
。

　
 

産
業
振
興
課
商
工
係

住
ま
い
の
修
繕
・
増
改

築
無
料
相
談

　

高
齢
者
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
工
事
、
自
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
、

経
験
豊
か
な
区
内
建
設
業
者
が

応
じ
ま
す
。

　
 

毎
週
月
・
金
曜
日
の
午
後

１
時
〜
４
時 

区
役
所
一
階
ロ

ビ
ー 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

住
宅
課

�
エ
コ
シ
ー
ル
で
地
域
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う 

花
咲
く
杉
並　

エ
コ
・

ボ
ラ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

参
加
学
校
単
位
で
エ
コ
シ
ー
ル

の
団
体
収
集
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
参
加
校
の
児
童
・
生
徒
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

と
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス
プ

レ
ス
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
寄
付

金
が
送
ら
れ
る
�
さ
わ
や
か
福

他

問時

場

費

申

問

祉
財
団
の
「
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
に
も
取

り
組
み
、
社
会
性
や
思
い
や
り

の
心
な
ど
も 
育 
み
ま
す
。　

年

は
ぐ
く

１６

度
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
都
生
活
文
化
局
か
ら
「
東

京
都
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
奨
励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

◇
参
加
団
体
（
小
・
中
学
校
な

ど
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

興
味
の
あ
る
団
体
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ス
ク
ー
ル
・
ア
ド
バ
イ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�
・
�
３

３
９
０
‐
０
４
０
４
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◇
エ
コ
シ
ー
ル
と
は
…

　

区
内
の
一
〇
〇
〇
店
を
超
え

る
加
盟
店
で
お
お
む
ね
二
〇
〇

円
以
上
の
買
い
物
を
し
て
、
レ

ジ
袋
を
辞
退
す
る
と
一
枚
も
ら

え
る
シ
ー
ル
で
す
。
二
五
枚
集

め
て
台
紙
に
は
る
と
、
加
盟
店

で
一
〇
〇
円
の
お
買
い
物
券
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
 

生
活
経
済
課
レ
ジ
袋
削
減

担
当

�
外
国
人
登
録
を
さ
れ
た
方

国
民
年
金
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

　

日
本
に
住
む　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
外
国
人
登
録
を
行
っ
て

問

い
る
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
や
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

の
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
方
は

手
続
き
不
要
で
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
受

給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
老
齢
基

礎
年
金
や
万
が
一
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

保
険
料
を
六
カ
月
以
上
納
付
し

た
方
が
帰
国
す
る
場
合
、
脱
退

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

国
保
年
金
課
国
民
年

金
係
へ
申

問

　

年
度
国
民
年
金
保
険
料

１７一
般
免
除
・
若
年
者
納
付

猶
予
の
申
請

　

７
月
１
日
か
ら　

年
度
（
７

１７

月
〜
翌
年
６
月
承
認
期
間
）
の

国
民
年
金
保
険
料
一
般
免
除

（
全
額
・
半
額
）・
若
年
者
納
付

猶
予
の
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。
こ
の
申
請
は
、
前
年
の
所

得
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年

度
必
要
で
す
。
な
お
、　

年
１

１７

月
１
日
現
在
、
杉
並
区
に
住
所

の
な
い
方
は
、　

年
中
の
所
得

１６

が
証
明
で
き
る
も
の
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 

国
保
年
金
課
国
民
年

金
係
（
区
役
所
中
棟
二
階
、
郵

送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

場

問

〈産業融資資金利率表〉
利　　率使　途種　類

本人負担１．３９％
表面利率１．８５％
利子補給０．４６％

一般運転資金
普通融資資金

設備資金
運転資金

団体融資資金
設備資金
運転資金

転業融資資金
設備資金

本人負担１．２６％
表面利率１．６７％
利子補給０．４１％

年末運転資金

普通融資資金
（年末運転資
金）
※申込み受付
期間１０・１１月

本人負担０．９３％
表面利率１．８５％
利子補給０．９２％

運転資金創業支援融資
資金 設備資金

運転資金経営活性化融
資資金 設備資金

運転資金商店街近代化
融資資金 設備資金
商店街店舗改装促進融資資
金

運転資金大型店対策融
資資金 設備資金

本人負担０．６２％
表面利率１．８５％
利子補給１．２３％

運転資金経営基盤強化
資金融資 設備資金

本人負担０．４２％
表面利率１．６５％
利子補給１．２３％

緊急運転資金（経営安定対
策）※申込み受付期間は１８年
３月３１日まで

　

５
月　

日
�
午
前　

時
、

２５

１１

東
京
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
、
住
基
ネ
ッ
ト
受
信
義
務

確
認
等
の
請
求
に
関
す
る
訴

訟
に
つ
い
て
の
第
四
回
口
頭

弁
論
が
行
わ
れ
、
国
お
よ
び

東
京
都
は
、
準
備
書
面
�
を

陳
述
し
ま
し
た
。

　

次
回
（
第
五
回
）
の
口
頭

弁
論
は
、
７
月　

日
�
午
前

２０

　

時　

分
、
東
京
地
方
裁
判

１０

３０

所
七
一
二
号
法
廷
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
国
お
よ
び
東
京
都

の
準
備
書
面
�
は
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　
 

総
務
課
法
規
担
当

問

▼▼
住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
コ
ー
ナ
ー

住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
コ
ー
ナ
ー（（
第
五
回

第
五
回
））▲▲

第
四
回
口
頭
弁
論

第
四
回
口
頭
弁
論



●１１

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（火曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�������

　

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
が
大
人
気
だ
っ
た

せ
い
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
初
期
の
Ｔ
Ｖ

ア
ニ
メ
は
ほ
と
ん
ど
が
「
鉄
人　

号
」

２８

「
エ
イ
ト
マ
ン
」
と
い
っ
た
Ｓ
Ｆ
ア
ク

シ
ョ
ン
も
の
だ
っ
た
。「
少
年
忍
者
風
の

フ
ジ
丸
」「
狼
少
年
ケ
ン
」
な
ど
も
作
ら

れ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
非
日
常
を

舞
台
に
し
た
特
別
な
ヒ
ー
ロ
ー
の
物
語

だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
に
、
突
如
と
し
て
登
場
し

た
の
が
「
オ
バ
Ｑ
」
こ
と
「
オ
バ
ケ
の

Ｑ
太
郎
」
だ
っ
た
。
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に

毛
が
三
本
の
と
ぼ
け
た
オ
バ
ケ
の
男
の

子
が
、
ご
く
普
通
の
小
学
生
の
正
ち
ゃ

ん
の
家
に
や
っ
て
き
て
居
候
に
な
る
と

い
う
ギ
ャ
グ
ア
ニ
メ
だ
。
オ
バ
ケ
と
い

う
設
定
こ
そ
非
日
常
だ
が
、
そ
れ
以
外

は
す
べ
て
が
当
時
の
日
本
の
小
学
生
の

日
常
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
畳
の
部
屋
、

土
管
が
転
が
る
空
き
地
、
憂
う
つ
な
テ

ス
ト
や
宿
題
、
が
き
大
将
…
…
。

　

東
京
ム
ー
ビ
ー
で
長
く
総
務
の
仕
事

を
な
さ
っ
て
い
た
小
野
徳
治
さ
ん
に
よ

る
と
、「
そ
ん
な
オ
バ
ケ
の
話
な
ん
か
テ

レ
ビ
で
放
送
し
て
も
、
人
気
が
出
る
わ

け
が
な
い
」
と
い
う
の
が
、
放
送
開
始

前
の
大
方
の
予
想
だ
っ
た
。
今
の
私
た

ち
か
ら
す
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

話
だ
が
、
当
時
は
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
の
ど

き
ど
き
す
る
大
活
劇
で
な
け
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
は
つ
い
て
来
な
い
と
思
わ
れ

て
い
た
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
た
と
え
原
作
の
マ
ン
ガ
が

少
年
サ
ン
デ
ー
の
人
気
作
品
で
あ
っ
て

も
、「
オ
バ
Ｑ
」
を
ア
ニ
メ
化
し
よ
う
な

ど
と
は 
誰 
も
考
え
な
か
っ
た
の
だ
―
―

だ
れ

た
だ
一
人
、
東
京
ム
ー
ビ
ー
の
創
業
者

で
社
長
だ
っ
た
故
・
藤
岡
豊
さ
ん
を
除

い
て
は
…
…
。

　

放
送
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、「
オ
バ

Ｑ
」
は
一
気
に
子
ど
も
た
ち
の
人
気
者

に
な
っ
た
。
視
聴
率
は　

％
を
超
え
、

３０

「
オ
バ
Ｑ
音
頭
」
が
作
ら
れ
て
日
本
中

の
盆
踊
り
大
会
で
踊
ら
れ
た
。

　

「
オ
バ
Ｑ
」
は
東
京
ム
ー
ビ
ー
の
第

二
作
だ
が
、
そ
の
前
に
作
ら
れ
た
「
ビ

ッ
グ
Ｘ
」
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
か
ら
依
頼
さ
れ
た

企
画
だ
っ
た
か
ら
、「
オ
バ
Ｑ
」
こ
そ
が

実
質
的
な
第
一
作
だ
と
言
え
る
。
そ
の

第
一
作
で
、
誰
も
が
う
ま
く
い
か
な
い

と
思
っ
た
企
画
に 
敢 
え
て
挑
戦
し
、
み

あ

ご
と
に
成
功
さ
せ
た
藤
岡
さ
ん
と
東
京

ム
ー
ビ
ー
は
、
そ
こ
で
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
そ
れ
以
降
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も

の
に
挑
戦
し
て
い
く
。
次
回
も
そ
の
話

を
続
け
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、「
オ
バ
Ｑ
」
に
登
場
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ラ
ー
メ
ン
が
大
好
き

な
小
池
さ
ん
も
、
実
を
い
う
と
杉
並
区

と
縁
が
深
い
。
今
年
三
月
に
開
館
し
た

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
館
長
を
な
さ
っ
て
い
る
鈴
木
伸
一
さ

ん
こ
そ
が
、
小
池
さ
ん
の
モ
デ
ル
だ
か

ら
だ
。
鈴
木
さ
ん
は
名
ア
ニ
メ
ー
タ
ー

で
、「
オ
バ
Ｑ
」
の
原
作
者
藤
子
不
二
雄

さ
ん
と
も
親
し
か
っ
た
の
だ
。

　

鈴
木
さ
ん
と
小
池
さ
ん
が
ど
れ
く
ら

い
似
て
い
る
の
か
知
り
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
ど
う
ぞ
。「
荻
窪
警

察
署
前
」
の
バ
ス
停
の
す
ぐ
近
く
、
杉

並
会
館
の
中
で
す
。

�

杉
並
区
の
地
場
産
業
「
ア
ニ
メ
」。
数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ
業
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と
ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。

（
毎
月　

号
に
掲
載
）

２１

文
�
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

企
画
・
監
修
�
大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監

督
／
阿
佐
谷
在
住
）、
題
字
�
佐
藤　

竜
雄

（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

イ
ラ
ス
ト
�
渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字
新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡忍
野村忍草２９９７）

ホテル・
コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡吾妻町
大字原町字岩櫃４３９９）

湯の里「杉菜（すぎ
な）」（神奈川県足柄下
郡湯河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

５８１９‐５５１２
（午前１０時～午後５
時、土・日曜・祝日を

除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
６７２０円

７９８０円～８４００円７９８０円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

７月２０日～８月
３１日は８２９５円

７月１６日～８月３１
日は８４００円

７月１６日～８月３０日
は休前日料金

８月１０日～１５日は
休前日料金

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用さ
れます。利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者
手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入して
ください（お持ちにならない時は宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。
２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊
の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。近畿日本ツ
ーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる
日があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは、学校優
先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民
事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

７月５日
※６月、８月
は休館日
なし

７・８月の利用申し込み＝専用ハガキに
よる申し込みは５月１５日到着分をもって締
め切りました。現在の空室申し込みは使用
日の前日まで電話または窓口で受け付け
ます。予約の取れた方には、使用承認書を
お送りします。この承認書は忘れずに現地
施設にご持参ください。利用料金などは現
地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川
荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日
本ツーリスト区役
所内店まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐
１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

�
国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例 

対
象
校
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た

　

学
生
納
付
特
例
と
は
、
在
学

期
間
中
の
国
民
年
金
の
保
険
料

の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
で

す
。「
�
大
学
（
大
学
院
）・
短

大
�
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
�
専
修
学
校
�
そ
の
他
の
教

育
施
設
（
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
課
程
も
含
む
）」に
在
学

す
る　

歳
以
上
で
、
本
人
の
前

２０

年
の
所
得
が
一
一
八
万
円
（
給

与
収
入
で
は
約
一
九
四
万
円
、

　

年
度
基
準
、
扶
養
親
族
の
あ

１７

る
方
は
変
わ
り
ま
す
）
以
下
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
 

新
た
に
対
象
と
な
る
学
校

＝
�
各
種
学
校
（
一
年
以
上
の

課
程
に
在
籍
し
て
い
る
方
に
限

る
）
�
国
内
に
あ
る
海
外
大
学

の
日
本
分
校
（
文
部
科
学
大
臣

が
個
別
に
指
定
す
る
課
程
が
対

対

象
）
※
学
生
納
付
特
例
の
承
認

期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
要

件
に
算
入
さ
れ
、
万
が
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
の
保
証
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
〇
年
以
内
で

あ
れ
ば
保
険
料
の
追
納
も
で
き

ま
す
（
追
納
の
時
期
に
よ
り
一

定
額
の
加
算
あ
り
） 

学
生
証

の
写
し
、
印
鑑
、
学
生
本
人
に

所
得
の
あ
る
方
は
前
年
分
の
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書

（
控
）
の
写
し
を
持
っ
て
、
国

保
年
金
課
国
民
年
金
係
（
区
役

所
中
棟
二
階
）
へ
。
郵
送
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す 

同
係

★
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
第
二
回
議
会
定
例
会

　
 

６
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

 

東
京
区
政
会
館
二
〇
階
二
〇

二
・
二
〇
三
会
議
室
（
千
代
田

区
飯
田
橋
３
―
５
―
１
） 

傍

聴
受
付
＝
東
京
区
政
会
館
二
〇

階
で
午
後
１
時
か
ら
開
始
予
定

申問

時
場

申

 

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
議
会
事
務
局
�
５
２
１

０
‐
９
７
２
９

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

　

出
張
着
付
け
、
和
裁
、
エ
ア

コ
ン
清
掃
を
承
り
ま
す
。

　

杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
が
、
ま
ご
こ
ろ
を

込
め
て
仕
上
げ
ま
す
。

　
 

出
張
着
付
け
＝
小
紋
・ 
紬 

つ
む
ぎ

＝
三
五
〇
〇
円
〜
、 
留  
袖 
・
訪

と
め 
そ
で

問
着
＝
四
五
〇
〇
円
〜
▽
和
裁

仕
立
て
・
補
修
＝
単
衣
＝
八
八

〇
〇
円
〜
、 
袷 
＝
一
万
三
二
〇

あ
わ
せ

〇
円
〜
▽
エ
ア
コ
ン
清
掃
＝
壁

掛
け
型
＝
一
台
八
〇
〇
〇
円
〜

（
二
台
目
か
ら
は
七
〇
〇
〇
円

〜
）、天
埋
め
型
＝
一
台
一
万
一

〇
〇
〇
円
〜
（
二
台
目
か
ら
は

一
万
円
〜
） 

・ 

電
話
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
３

問
内

申

問

３
１
７
‐
２
２
１
７
へ

★
平
日
夜
間
お
よ
び
土
曜
日
の

年
金
相
談

　

本
人
確
認
の
た
め
、
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
な
ど
、
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
書
類
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
人

の
場
合
は
、
本
人
の
委
任
状
と

代
理
人
の
身
分
を
証
明
す
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
 

平
日
夜
間
＝
６
月　

日
２７

�
、
７
月
４
日
�
・　

日
�
・

１１

　

日
�
・　

日
�
午
後
７
時
ま

１９

２５

で
▽
土
曜
日
＝
７
月
９
日
�
・

　

日
�
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１６

３０

４
時 

杉
並
社
会
保
険
事
務
所

（
高
円
寺
南
２
―　

―
９
） 

５４

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
社

会
保
険
事
務
所
�
３
３
１
２
‐

１
５
１
１ 

車
で
の
来
所
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

時
場

申

問

他

　◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日からです。必
要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期間のみの方＝
区役所国保年金課国民年金係／国民年金の３号被保険者期間のある方、厚生年
金や共済年金に加入したことのある方＝杉並社会保険事務所（高円寺南２‐５４‐
９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各種共済年金加
入者に扶養されている配偶者

問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月��日（火曜日）

〈表４　期日前投票ができる場所・期間など〉
期日前投票期間期日前投票所

６月２５日�～７月２日�杉並区役所
（中棟６階第４会議室）

６月２６日�～７月２日�

※車での来場はご遠慮く
ださい。

阿佐谷地域区民センター（３階）
井草地域区民センター（２階）
永福和泉地域区民センター（２階）
荻窪地域区民センター（２階）
高円寺地域区民センター（セシオ
ン杉並３階）
高井戸地域区民センター（３階）
西荻地域区民センター（３階）
西荻南区民集会所（地下１階）
本天沼区民集会所（２階）
方南和泉会議室（方南会館１階）
久我山会館（１階）
浜田山会館（２階）

受付時間は、午前８時３０分～午後８時
※投票用紙への記載が困難な方は、投票所の係員にお申し出くださ
い。指定された投票所はありません。どの場所でも投票できます。

投
票
日
に
予
定
が
あ
る
方

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い（
表
３
）

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
予
定
が

あ
り
、
当
日
投
票
所
に
行
け
な

い
方
は
、
事
前
に
投
票
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
請
求
書
（
宣
誓
書
）

に
、
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
用

務
が
あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
に

該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
旨
の

記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
場

所
・
受
付
期
間
な
ど
は
表
４
の

と
お
り
で
す
。

滞
在
先
で
の 

不
在
者
投
票

　

出
張
や
帰
省
な
ど
で
杉
並
区

外
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
区
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
方
法
な
ど
を
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
求
書
は
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
出
せ
ま
す
。

〈表３　期日前投票ができる方〉

投票日当日に以下のような都合がある方は、期日前投票が
できます

○仕事や学業などの予定がある方
○本人または親族の冠婚葬祭などに出席する予定がある方
○レジャーやショッピングなどで、投票区外に出かける予
定がある方
○病気・ケガ・出産などで歩くのが困難な方
○都内の他の区市町村に引越した方

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万６２８６人（４４４増）
　男　／２４万９５９０人（２１１増）
　女　／２６万６６９６人（２３３増）
世帯／２８万０２４０　（３３５増）

外
国
人
登
録

人口／１万０７５１人（１５９減）
　男　／　　５３２４人（６３減）
　女　／　　５４２７人（９６減）
世帯／　　８７３０　（１５０減）

１７年６月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万７０３７人（２８５増）

◆７月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

１５・２９日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２５日午前９時３０分～
１０時３０分

２７日
午前９時～１０時

２８日午前９時３０分～
１０時１５分

１日
午後１時１５分～３時

７日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

５・１２・１９・２６日１・８・１５・２２日６・１３・２０・２７日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１３日は午後１時～、２０日は１時１５分～、２７日は午前９時３０分～、

高円寺保健センターの８日は午後１時～、２２日は午前９時３０分～）
１５日（事前申込制）２０日（事前申込制）

パパ・ママ学級 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分から）
２１日

午後１時３０分～３時３０分
２１日

午前１０時３０分～正午
２２日

午後１時３０分～３時３０分
２１日

午前１０時３０分～正午
６日

午前１０時～正午
離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１１日午後１時１５分～２
時３０分、１２・２５日午
前９時～１０時３０分

１３日午後１時１５分～２
時３０分、１４・２７日午
前９時～１０時３０分

７・１４日午後１時１５分～
２時３０分、１２・２６日午
前９時～１０時３０分

１・１５日午後１時１５分～
２時３０分、１１・２５日午
前９時～１０時３０分

１４・２８日午後１時１５分
～２時３０分、１５・２９日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

９日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

２１日午後１時３０分～７・２８日午後１時３０分～１５日午後１時３０分～１３日午後１時３０分～６・１４日午後１時３０分～ものわすれ相談（無料）
…電話予約

７日午後１時３０分～２６日午前９時３０分～１・２８日午後１時３０分～７・２８日午後１時３０分～１３・２１日午後１時３０分～精神保健相談（無料）…
電話予約 和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。
（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。
　　　２．歯科相談は、各保健センターで行っています（要電話予約）。


